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小國神社ものがたり

公式ウェブサイト特設ページで
スペシャルムービー公開中

小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語
小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語

　この物語は、静岡市在住の絵本・造形
作家のたたらなおきさんよりご奉納いた
だいた全長約七メートルの絵物語をもと
に作成をしたアニメーションです。
　神代より語り継がれてきたお話には、

日本人の「豊かで優しい和の心」の原点
が描かれています。神々の営みの中から
「正しい道筋をたてて生きてゆくことの
大切さ」や、「思いやりのこころ」を学
びましょう。

日本の神様の物語は
『日本の良き国柄』、『伝統』、『文化』を
今に伝えています。

始
は
神
代
と
伝
え
ら
れ
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の

社
記
に
よ
る
と
、
人
皇
二
十
九
代
欽
明
天
皇
の
御
代
十

六
年
（
五
五
五
）
二
月
十
八
日
に
本
宮
山
峯
（
本
宮

山
）
に
御
神
霊
が
顕
れ
た
後
、
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
、
山
麓
約
六
キ
ロ

の
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
正
一
位
の
神
階
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
年
々
御
神
前
に
幣
帛
を
捧
げ
ら
れ
文
武
天
皇
大
宝
元

年
（
七
〇
一
）
春
十
八
日
に
勅
使
奉
幣
の
際
、
特
に
十
二
段
舞
楽
を

奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
延
喜
式
内
社
に
列
せ
ら

れ
、
中
世
に
は
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
な
ど
、
朝
野
の
崇

敬
が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
戦
で
は
、
家
康
公
は
御
神
霊
を
別
所

に
遷
し
、
願
文
と
三
条
小
鍛
冶
宗
近
作
の
太
刀
を
奉
り
戦
勝
を
祈
願

し
た
後
、
社
殿
を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。
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の
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よ
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の
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修
復
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を

寄
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さ
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ま
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に
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幣
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に
列
せ
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に
再
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の
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に
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が
、
明
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に
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。
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十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
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さ
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遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

遠
江
国
一
宮

小
國
神
社
の
由
来

創
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第二鳥居前の枝垂れ桜

が
ん
ば
ろ
う
日
本

が
ん
ば
ろ
う
日
本

　
先
ず
も
っ
て
、
わ
が
国
を
含
め
世
界
各
地
で
中
国
武
漢
市
発
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た

皆
様
又
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
年
明
け
よ
り
暖
か
な
日
が
続
き
、
桜
前
線
が
記
録
的
な
速
さ
で
進
む
と
の
予
想
も
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
古
来
よ
り
、
我
が
国
で
は
春
の
花
が
散
る
頃
、
疫
病
を
鎮
め
る
た
め
に
鎮
花
祭
が
執
り
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
年
）
に
成
立
し
た
新
拾
遺
和
歌
集
に
、
当
時
の
摂
政
や
関

白
を
務
め
た
二
条
良
基
が
こ
の
よ
う
な
歌
を
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

『
の
ど
か
な
る
　
春
の
ま
つ
り
の
花
し
ず
め
　
風
を
さ
ま
れ
と
　
猶
祈
る
ら
し
』

（
意
訳
：
の
ど
か
な
春
日
に
、
花
鎮
め
の
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
春
風
に
乗
っ
て
き
た
疫
病
よ
、
ど

う
か
鎮
ま
れ
と
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
）

　
先
人
た
ち
は
ご
神
前
に
頭
を
垂
れ
、
忘
れ
が
ち
な
日
常
の
平
安
へ
の
「
感
謝
」
と
日
々
の
「
安
寧
」

を
祈
り
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
当
社
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
鑑
み
、
一
日
も
早
く

事
態
が
鎮
静
化
す
る
よ
う
、
毎
朝
の
日
供
祭
に
併
せ
感
染
症
流
行
鎮
静
祈
願
の
祝
詞
を
奏
上
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
W
H
O
は
三
月
十
一
日
に
世
界
的
大
流
行
を
表
明
す
る
に
至
り
、
三
月
十
八

日
に
は
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
流
行
鎮
静
祈
願
祭
』
を
執
行
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
頭

に
お
き
ま
し
て
も
、
消
毒
液
の
設
置
、
殿
内
・
待
合
室
の
換
気
、
職
員
へ
の
マ
ス
ク
着
用
を
奨
励
し
、

社
務
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
正
し
い
情
報
を
把
握
し
不
自
由
、
不
便
を
乗
り
越
え
、

冷
静
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
一
丸
と
な
っ
て
鎮
静
化
に
努
め
て
参
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
本
年
は
日
本
初
の
正
史
『
日
本
書
紀
』
上
撰
さ
れ
一
三
〇
〇
年
の
佳
節
に
な
り
ま
す
。
本
書

は
、
天
智
天
皇
二
年
（
六
六
三
）
に
日
本
が
百
済
救
済
の
た
め
に
戦
っ
た
白
村
江
の
戦
い
で
唐
・
新
羅

（
大
陸
）
の
連
合
軍
に
破
れ
た
こ
と
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
積
極
的
に
大
陸
の
制
度
を
導
入
、
政
治
の

刷
新
を
進
め
つ
つ
、
敗
戦
を
教
訓
に
国
防
に
力
を
入
れ
、
独
立
国
と
し
て
の
気
概
を
保
ち
な
が
ら
、
自

国
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
天
皇
を
国
の
中
心
に
戴
き
発
展
し
て
き
た
日
本
国
家
の
「
歴
史
」
と
「
理

想
」
を
内
外
に
示
す
も
の
と
し
て
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
現
在
の
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
極
端
な
保
護
主
義
や
世

界
の
平
和
を
希
求
す
る
時
代
に
逆
行
し
た
覇
権
主
義
が
乱
立
し
て
い
ま
す
。

　
非
常
事
態
は
、
天
災
に
し
ろ
、
人
災
に
し
ろ
突
然
や
っ
て
来
ま
す
。
不
満
や
批
判
だ
け
で
は
解
決
し

ま
せ
ん
、
国
民
が
協
力
し
て
克
服
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
私
権
が
制
約
さ
れ
る

こ
と
も
覚
悟
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
非
常
事
態
へ
の
法
的
整
備
も
早
急
に
進
め
る
よ
う
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　
い
よ
い
よ
四
月
は
ご
例
祭
を
迎
え
ま
す
。
職
員
一
同
、
神
慮
を
畏
み
、
国
の
安
寧
と
世
界
の
平
和
を

祈
り
、
社
務
に
精
進
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。
各
位
の
ご
壮
健
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
二
年
三
月
十
九
日

ち
ん     

か    

さ
い

し
ん  

し
ゅ
う   

い

に
っ    

く    

さ
い

は
く   

そ
ん   

こ
う
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節
分
祭
の
斎
行

春
に
祈
る

　
節
分
は
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
前
日
を
指
し
、
本
来
は
年
四
回
あ
り
ま
す
。
現
在
で

は
特
に
、
立
春
の
前
日
を
指
す
場
合
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
旧
暦
を
使
用
し
て
い
た
時

代
に
は
節
分
が
年
初
め
の
前
日
、
つ
ま
り
大
晦
日
と
さ
れ
、
冬
か
ら
春
に
移
る
時
節
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
特
別
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
節
分
の
行
事
は
、
本
来
宮
中
で
季
節
の
変
わ
り
目
に
行
な
わ
れ
た
年
中
行
事
で
、
こ
れ
に
大
陸

か
ら
伝
わ
っ
た
（
追
儺
・
鬼
遣
ら
い
）
の
神
事
が
加
わ
り
、
平
安
時
代
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
時
代
が
下
る
と
次
第
に
民
間
に
伝
わ
り
現
在
に
至
り
ま
す
。
節
分
当
日
の
夕
暮
れ
、
ヒ
イ
ラ

ギ
や
イ
ワ
シ
の
頭
を
家
の
入
り
口
な
ど
に
挿
し
て
お
い
て
い
た
り
、
豆
撒
き
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
お
く
と
、
鬼
（
流
行
病
や
災
難
を
も
た
ら
す
邪
鬼
）
が
ヒ
イ
ラ
ギ
の
葉
の
ト

ゲ
に
刺
さ
り
、
イ
ワ
シ
の
悪
臭
に
驚
き
逃
げ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
は
邪
気
（
鬼
）
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
家

に
侵
入
し
な
い
よ
う
に
追
い
払
う
た
め
で
で
す
。

　
ま
た
、
豆
を
撒
く
際
の
か
け
声
は
通
常
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
で
す
が
地
域
や
神
社
に
よ
っ
て

様
々
で
す
。
鬼
を
祭
神
ま
た
は
神
の
使
い
と
し
て
い
る
神
社
な
ど
は
「
鬼
は
外
」
で
は
な
く
「
鬼

は
内
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
大
勢
の
ご
参
拝
の
皆
さ
ま
で
賑
わ
う
二
月
三
日
㈪
に
節
分
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

 

新
春
に
相
応
し
い
色
鮮
や
か
な
装
束
に
身
を
包
ん
だ
八
〇
余
名
の
年
男
役
、
年
女
役
の
皆
さ
ま

が
ご
奉
仕
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
N
H
K
静
岡
放
送
、
静
岡
新
聞
社
、
中
日
新
聞
社
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
も
訪
れ
取
材
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

 

本
年
の
特
別
奉
仕
者
は
、
元
宝
塚
歌
劇
団
宙
組
ス
タ
ー
天
玲
美
音
様
と
、
袋
井
市
ご
出
身
で
現

在
N
H
K
全
国
放
送
な
ど
の
歌
番
組
で
も
ご
活
躍
中
の
歌
手
松
原
健
之
様
に
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
二
人
が
舞
殿
に
登
場
す
る
と
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
境
内
を
包
み
ま
し
た
。

　
『
節
分
祭
』
を
始
め
と
す
る
伝
統
行
事
に
は
、
私
た
ち
祖
先
の
感
性
や
暮
ら
し
の
知
恵
が
込
め

ら
れ
、
日
本
の
四
季
折
々
の
自
然
や
風
土
に
調
和
す
る
か
た
ち
で
各
地
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

﹃
節
分
﹄
と
は

﹃
節
分
﹄
と
は

伝
統
行
事
に
織
り
込
め
ら
れ
た
�
古
人
の
こ
こ
ろ

伝
統
行
事
に
織
り
込
め
ら
れ
た
�
古
人
の
こ
こ
ろ

▲福を呼び込む福笑い神事▲豆撒き神事

▶
神
様
の
ご
加
護
を
い
た
だ
く
金
幣
行
事

い
に
し
え   

び
と

て
ん   

れ
い     

み     

お
ん

ま
つ   

ば
ら     

た
け
し

つ
い     

な

特
集
特
集
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豆
を
撒
く
意
味
は
、
豆
に
は
穀
物
の
穀
霊
が
宿
り
生
命
の
源
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
、
鬼
に

豆
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
で
邪
気
を
祓
い
、
一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
に
お
い
て
は
、
夕
方
家
の
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
家
の
主
人
が
豆
を
撒
き
家
族
の
幸

せ
を
祈
り
ま
す
。
豆
を
自
分
の
年
齢
よ
り
一
つ
多
く
食
べ
る
と
、
身
体
が
丈
夫
に
な
り
、

風
邪
を
ひ
か
な
い
と
の
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。

豆
撒
き
神
事  

〜
な
ぜ
豆
を
撒
く
の
で
し
�
う
〜

豆
撒
き
神
事  

〜
な
ぜ
豆
を
撒
く
の
で
し
�
う
〜

　
立
春
が
過
ぎ
る
と
、
空
に
は
厳
し
い
風
が
吹
き
渡
っ
て
い
て
も
、
陽
射
し
は
春
め
い
て

き
ま
す
。
山
野
の
草
木
は
、
静
か
に
そ
の
芽
を
育
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
神
々
が
運
ぶ

悠
久
の
天
地
の
流
れ
に
あ
わ
せ
て
、
人
間
も
ま
た
春
を
迎
え
る
支
度
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　
な
ぜ
、
日
本
人
は
数
々
の
伝
統
行
事
を
大
切
に
護
り
伝
え
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
、
季
節
の
恵
み
へ
の
『
感
謝
』
と
、
日
々
無
事
に
生
活
で
き
る
こ
と
へ
の
『
喜
び
』

を
確
認
す
る
機
会
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た
か
ら
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
伝

統
行
事
を
楽
し
み
な
が
ら
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
、
祖
先
の
こ
こ
ろ
に
触
れ
、
日
々
の
生

活
に
『
豊
か
さ
』
と
『
潤
い
』
を
与
え
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

幸
せ
を
祈
る
こ
こ
ろ

幸
せ
を
祈
る
こ
こ
ろ

▶
朗
ら
か
に
ご
奉
仕
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

▶
奉
仕
者
に
は
〝
福
枡
〞
が
授
与
さ
れ
ま
す

伝
統
行
事
は
、
四
季
折
々
の
〝
自
然
〞
や
〝
風
土
〞
に

調
和
し
な
が
ら
〝
日
本
の
こ
こ
ろ
〞
を
伝
え
て
い
ま
す

邪鬼を鎮める“鳴弦式”▲

▲年男役 歌手 松原健之様（右）年女役 女優 天玲美音様（左）

▲豆撒き神事

▲赤鬼役 井谷茂様（中央）

福
徳
円
満  

宝
槌
打
振
神
事
▶
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㈱フジドリームエアラインズ
北九州空港支店　支店長 三井夕加

特別寄稿

～ ご縁は宝もの ～

◀
手
づ
く
り
ポ
ス
タ
ー
な
ど

　
「
縁
」
を
辞
書
で
調
べ
る
と
「
そ
の
よ
う

に
な
る
め
ぐ
り
あ
わ
せ
。
人
と
人
と
の
関
わ

り
合
い
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
戴
き
改
め

て
、
今
ま
で
の
人
生
で
私
は
多
く
の
人
に
恵

ま
れ
様
々
な
「
ご
縁
」
を
戴
い
て
き
た
こ
と

に
驚
き
、
そ
れ
と
と
も
に
深
い
感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
に
な
り
ま
す
。

　
大
学
を
卒
業
し
入
社
し
た
旅
行
会
社
が
半

年
で
倒
産
。
社
会
人
に
な
っ
た
ば
か
り
で
社

会
の
右
も
左
も
ま
だ
分
か
ら
な
い
私
は
路
頭

に
迷
い
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
そ
の
間
に
一

緒
に
お
仕
事
を
し
た
方
よ
り
羽
田
空
港
で
の

お
仕
事
を
ご
紹
介
下
さ
り
、
日
本
航
空
株
式

会
社
に
入
社
、
そ
の
後
は
新
規
航
空
会
社
二

社
の
就
航
立
ち
上
げ
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
静
岡
県
牧
之
原
市
に
空
港

が
開
港
の
際
、
新
規
に
航
空
会
社
が
設
立
さ

れ
る
と
の
事
で
『
自
分
が
ど
こ
ま
で
で
き
る

の
か
？
』
を
試
し
て
み
た
く
な
り
、
鈴
与
株

式
会
社
航
空
事
業
部
を
経
て
、
ご
縁
あ
っ
て

株
式
会
社
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ

（
F
D
A
）
に
入
社
い
た
し
ま
し
た
。

　
入
社
後
も
、
旅
客
畑
を
歩
み
、
静
岡
空
港

を
皮
切
り
に
信
州
ま
つ
も
と
、
福
岡
、
青
森

の
就
航
地
を
経
て
平
成
二
十
七
年
に
現
場
か

ら
の
『
た
た
き
上
げ
支
店
長
』
と
し
て
出
雲

縁
結
び
空
港
へ
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
出
雲

縁
結
び
空
港
か
ら
新
規
就
航
会
社
と
し
て
名

古
屋
小
牧
線
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
、
出
雲
縁
結
び
空
港

は
日
本
航
空
の
み
が
運
航
す
る
空
港
で
し
た
。

島
根
県
に
は
土
地
勘
の
全
く
な
い
私
は
「
ど

の
よ
う
に
し
て
島
根
の
方
々
に
受
け
入
れ
て

も
ら
え
、
ま
た
F
D
A
と
い
う
会
社
や
就
航

路
線
を
認
知
し
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
悩
む
毎
日
で
し
た
。

　
元
来
、
私
は
昔
か
ら
人
見
知
り
で
ど
ち
ら

か
と
言
う
と
あ
ま
り
社
交
的
な
性
格
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
支
店
の
主

と
し
て
任
さ
れ
た
以
上
は
き
ち
ん
と
実
績
を

残
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
様
々
な
方
に

支
え
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
、
毎
年
便
数
も

増
え
平
成
三
十
年
三
月
に
は
静
岡=

出
雲
線

の
就
航
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
翌
年
、
静
岡
営
業
支
店
へ
転
勤
が
決

ま
り
、
出
雲
を
離
れ
る
際
、
出
雲
市
よ
り

『
出
雲
観
光
大
使
』
の
栄
誉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
で
す
。

出
雲
に
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
私
を
地
元
の

方
々
は
本
当
に
温
か
く
迎
え
入
れ
て
下
さ
り
、

私
自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
第
二
の
『
故

郷
』
と
な
り
ま
し
た
。

　
静
岡
で
の
営
業
は
、
静
岡
空
港
よ
り
西
部

地
区
方
面
の
F
D
A
の
認
知
度
が
少
な
い
現

状
を
受
け
、
一
人
で
も
F
D
A
フ
ァ
ン
を
増

や
し
て
欲
し
い
と
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
、
「
今
ま
で
旅

客
畑
し
か
歩
ん
で
こ
な
か
っ
た
私
に
営
業
な

ん
て
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
、
ま
し
て
や
静
岡

に
は
知
り
合
い
は
誰
一
人
も
い
な
い
。
い
っ

た
い
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
・
・
・
」
と
て

も
不
安
で
し
た
。

　
ま
ず
は
行
動
し
よ
う
と
、
出
雲
で
の
P
R

イ
ベ
ン
ト
の
際
に
お
世
話
に
な
っ
た
静
岡
県

観
光
協
会
の
方
に
静
岡
県
西
部
地
区
の
魅
力

を
伺
い
に
ゆ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
際
に
、
一
番
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

の
が
小
國
神
社
さ
ん
で
し
た
。
「
出
雲
大
社

と
は
深
い
縁
が
あ
る
の
で
是
非
と
も
話
を
聞

き
に
行
っ
て
み
た
ら
い
い
で
す
よ
。
」
と
紹

介
さ
れ
す
ぐ
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
さ
か
、
静
岡
に
も
出
雲
と
繋
が
る
所

が
あ
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

さ
に
、
神
様
の
お
導
き
の
よ
う
な
本
当
に
不

思
議
な
ご
縁
を
感
じ
ま
し
た
。

　
参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
か
で
、
小
國

神
社
の
ご
祭
神
は
、
出
雲
大
社
の
ご
祭
神
、
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三井夕加
昭和45年、東京都大田区生まれ。
大学卒業後、数社の航空会社で経
験を積み、平成20年株式会社フジ
ドリームエアラインズ入社。入社
後は各就航地を行脚し、令和元年
九月に北九州空港支店長として現
在に至る。趣味は歌舞伎鑑賞。

プロフィール
㈱フジドリームエアラインズ
北九州空港支店　支店長

▶
F
D
A
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
と

　

「
縁
」
を
辞
書
で
調
べ
る
と
「
そ
の
よ
う

に
な
る
め
ぐ
り
あ
わ
せ
。
人
と
人
と
の
関
わ

り
合
い
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
戴
き
改
め

て
、
今
ま
で
の
人
生
で
私
は
多
く
の
人
に
恵

ま
れ
様
々
な
「
ご
縁
」
を
戴
い
て
き
た
こ
と

に
驚
き
、
そ
れ
と
と
も
に
深
い
感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
に
な
り
ま
す
。

　

大
学
を
卒
業
し
入
社
し
た
旅
行
会
社
が
半

年
で
倒
産
。
社
会
人
に
な
っ
た
ば
か
り
で
社

会
の
右
も
左
も
ま
だ
分
か
ら
な
い
私
は
路
頭

に
迷
い
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
そ
の
間
に
一

緒
に
お
仕
事
を
し
た
方
よ
り
羽
田
空
港
で
の

お
仕
事
を
ご
紹
介
下
さ
り
、
日
本
航
空
株
式

会
社
に
入
社
、
そ
の
後
は
新
規
航
空
会
社
二

社
の
就
航
立
ち
上
げ
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
静
岡
県
牧
之
原
市
に
空
港

が
開
港
の
際
、
新
規
に
航
空
会
社
が
設
立
さ

れ
る
と
の
事
で
『
自
分
が
ど
こ
ま
で
で
き
る

の
か
？
』
を
試
し
て
み
た
く
な
り
、
鈴
与
株

式
会
社
航
空
事
業
部
を
経
て
、
ご
縁
あ
っ
て

株
式
会
社
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ

（
F
D
A
）
に
入
社
い
た
し
ま
し
た
。

　

入
社
後
も
、
旅
客
畑
を
歩
み
、
静
岡
空
港

を
皮
切
り
に
信
州
ま
つ
も
と
、
福
岡
、
青
森

の
就
航
地
を
経
て
平
成
二
十
七
年
に
現
場
か

ら
の
『
た
た
き
上
げ
支
店
長
』
と
し
て
出
雲

縁
結
び
空
港
へ
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
出
雲

縁
結
び
空
港
か
ら
新
規
就
航
会
社
と
し
て
名

古
屋
小
牧
線
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
、
出
雲
縁
結
び
空
港

は
日
本
航
空
の
み
が
運
航
す
る
空
港
で
し
た
。

島
根
県
に
は
土
地
勘
の
全
く
な
い
私
は
「
ど

の
よ
う
に
し
て
島
根
の
方
々
に
受
け
入
れ
て

も
ら
え
、
ま
た
F
D
A
と
い
う
会
社
や
就
航

路
線
を
認
知
し
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
悩
む
毎
日
で
し
た
。

　

元
来
、
私
は
昔
か
ら
人
見
知
り
で
ど
ち
ら

か
と
言
う
と
あ
ま
り
社
交
的
な
性
格
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
支
店
の
主

と
し
て
任
さ
れ
た
以
上
は
き
ち
ん
と
実
績
を

残
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
様
々
な
方
に

支
え
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
、
毎
年
便
数
も

増
え
平
成
三
十
年
三
月
に
は
静
岡=

出
雲
線

の
就
航
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
、
静
岡
営
業
支
店
へ
転
勤
が
決

ま
り
、
出
雲
を
離
れ
る
際
、
出
雲
市
よ
り

『
出
雲
観
光
大
使
』
の
栄
誉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
で
す
。

出
雲
に
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
私
を
地
元
の

方
々
は
本
当
に
温
か
く
迎
え
入
れ
て
下
さ
り
、

私
自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
第
二
の
『
故

郷
』
と
な
り
ま
し
た
。

　

静
岡
で
の
営
業
は
、
静
岡
空
港
よ
り
西
部

地
区
方
面
の
F
D
A
の
認
知
度
が
少
な
い
現

状
を
受
け
、
一
人
で
も
F
D
A
フ
ァ
ン
を
増

や
し
て
欲
し
い
と
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
、
「
今
ま
で
旅

客
畑
し
か
歩
ん
で
こ
な
か
っ
た
私
に
営
業
な

ん
て
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
、
ま
し
て
や
静
岡

に
は
知
り
合
い
は
誰
一
人
も
い
な
い
。
い
っ

た
い
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
・
・
・
」
と
て

も
不
安
で
し
た
。

　

ま
ず
は
行
動
し
よ
う
と
、
出
雲
で
の
P
R

イ
ベ
ン
ト
の
際
に
お
世
話
に
な
っ
た
静
岡
県

観
光
協
会
の
方
に
静
岡
県
西
部
地
区
の
魅
力

を
伺
い
に
ゆ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
、
一
番
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

の
が
小
國
神
社
さ
ん
で
し
た
。
「
出
雲
大
社

と
は
深
い
縁
が
あ
る
の
で
是
非
と
も
話
を
聞

き
に
行
っ
て
み
た
ら
い
い
で
す
よ
。
」
と
紹

介
さ
れ
す
ぐ
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
さ
か
、
静
岡
に
も
出
雲
と
繋
が
る
所

が
あ
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

さ
に
、
神
様
の
お
導
き
の
よ
う
な
本
当
に
不

思
議
な
ご
縁
を
感
じ
ま
し
た
。

　

参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
か
で
、
小
國

神
社
の
ご
祭
神
は
、
出
雲
大
社
の
ご
祭
神
、

大
国
主
命
と
同
じ
神
様
と
さ
れ
る
大
己
貴
命

が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
小
國

神
社
が
明
治
十
五
年
の
大
火
を
受
け
、
十
九

年
に
復
興
す
る
際
、
設
計
図
を
出
雲
大
社
か

ら
直
接
拝
借
し
、
大
き
さ
を
少
し
小
さ
く
し

た
そ
っ
く
り
な
大
社
造
り
の
社
殿
を
再
建
さ

れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
本
殿
の
中
に
奉
安

さ
れ
て
い
る
社
殿
が
西
を
向
い
て
い
る
こ
と

な
ど
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
ご
縁
の
深
さ
に

驚
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
四
月
の
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」

や
十
一
月
の
「
も
み
じ
ま
つ
り
」
に
静
岡
空

港
ビ
ル
と
一
緒
に
P
R
ブ
ー
ス
を
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
拝
に
来
ら
れ
た
方
々

に
も
小
國
神
社
と
出
雲
の
地
に
は
深
い
関
わ

り
が
あ
る
事
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、

自
前
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、
多
く
の
方
々
と

話
を
さ
せ
て
も
ら
う
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
心
よ
り
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

 

お
か
げ
さ
ま
で
出
雲
線
は
就
航
以
来
、
静

岡
県
の
皆
様
方
に
多
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
出
雲
大
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
で
語
り
部
を
し
て
い
る
知
人
の
お
母
さ
ん

か
ら
も
「
静
岡
か
ら
沢
山
お
客
様
が
来
て

い
た
だ
き
有
難
い
」
と
の
お
声
を
い
た
だ
き

ま
す
。

　

さ
て
、
出
雲
と
い
え
ば
年
間
二
五
〇
万
人

が
訪
れ
る
出
雲
大
社
が
有
名
で
す
が
、
そ
の

他
に
も
旧
暦
十
月
の
神
在
月
に
全
国
の
八
百

万
の
神
々
を
お
迎
え
す
る
聖
地
、
稲
佐
の
浜

や
、
出
雲
大
社
へ
続
く
参
道
に
は
名
物
の

「
出
雲
ぜ
ん
ざ
い
」
を
は
じ
め
ス
イ
ー
ツ
や

食
べ
歩
き
グ
ル
メ
の
お
店
が
軒
を
つ
ら
ね
る

賑
や
か
な
神
門
通
り
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
出
雲
ぜ
ん
ざ
い
は
神
在
月
で
行

わ
れ
る
「
神
在
祭
」
で
ふ
る
ま
わ
れ
た
「
神

在
餅
」
が
ル
ー
ツ
と
言
わ
れ
て
い
て
「
じ
ん

ざ
い
」
が
出
雲
弁
で
訛
っ
て
「
ぜ
ん
ざ
い
」

と
な
っ
た
と
の
事
。
出
雲
は
ぜ
ん
ざ
い
発
祥

の
地
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
本
の
三
大
そ
ば
と
も
言
わ
る

「
出
雲
そ
ば
」
は
蕎
麦
の
実
を
殻
ご
と
挽
い

て
作
る
蕎
麦
で
、
黒
く
香
り
高
い
の
が
特
徴

で
、
割
子
と
呼
ば
れ
る
器
に
小
分
け
に
さ
れ

た
冷
た
い
蕎
麦
に
直
接
つ
ゆ
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。
も
う
一
つ
の
食
べ
方
が
「
釜
揚

げ
そ
ば
」
で
、
こ
れ
は
茹
で
た
蕎
麦
を
そ
の

ま
ま
器
に
入
れ
て
熱
い
そ
ば
湯
を
か
け
た
も

の
に
つ
ゆ
や
薬
味
を
入
れ
て
食
べ
る
蕎
麦
で

体
が
温
ま
る
オ
ス
ス
メ
の
食
べ
方
で
す
。
魚

も
「
の
ど
ぐ
ろ
」
な
ど
白
身
魚
が
多
く
、
静

岡
と
は
ま
た
違
っ
た
味
が
楽
し
め
る
出
雲
は

「
食
の
宝
庫
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　

富
士
山
静
岡
空
港
よ
り
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ

ア
ラ
イ
ン
ズ
の
カ
ラ
フ
ル
な
飛
行
機
に
乗
っ

て
出
雲
ま
で
の
八
十
分
の
あ
っ
と
い
う
間
の

空
の
旅
、
是
非
と
も
お
出
掛
け
下
さ
い
。

 

時
折
、
東
京
に
い
る
母
か
ら
届
け
物
が
あ

り
ま
す
。
箱
を
開
け
る
と
「
人
に
は
や
さ
し

く
、
温
か
く
接
し
て
ね
。
」
と
の
手
紙
が

入
っ
て
い
ま
す
。
私
が
、
こ
の
よ
う
に
仕
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ご
縁
が
あ
っ

て
様
々
な
方
々
に
出
逢
い
、
そ
し
て
支
え
て

も
ら
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

　

こ
れ
か
ら
も
不
思
議
な
力
「
ご
縁
」
を
大

切
に
育
み
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

（みつい ゆか）
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令
和
元
年
十
一
月
十
四
日
に
森
町
長
太
田

康
雄
様
、
袋
井
市
森
町
広
域
行
政
組
合
消
防

長
磯
部
　
剛
様
、
森
町
議
会
議
長
亀
澤
　
進

様
、
森
町
消
防
団
団
長
山
本
真
充
様
を
始
め

と
す
る
消
防
団
団
員
の
参
列
の
も
と
、
鎮
火

祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
火
は
人
類
の
生
活
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
古
よ
り
、
火
は
聖
な

る
存
在
と
し
て
、
災
い
を
祓
い
除
け
る
信
仰

の
対
象
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
に
お
い
て
も
火
は
、

取
り
扱
い
を
間
違
う
と
荒
ぶ
る
炎
と
な
り
、

全
て
を
焼
き
尽
く
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て

い
ま
す
。

　
参
列
者
の
皆
さ
ま
、
大
神
様
の
御
前
で
心

一
つ
に
祈
り
、
大
過
な
く
過
ご
せ
た
こ
と
に

感
謝
し
つ
つ
、
町
内
安
全
を
願
わ
れ
て
い
ま

し
た
。 鎮

火
祭
の
斎
行

鎮
火
祭
の
斎
行

荒

ご神霊が鎮まられた社殿で玉串拝礼をする氏子▲
（令和元年12月21日）　

注連縄の架け替え作業（令和元年12月22日）▲

ぶ
る
炎
を
鎮
め
�

火
の
災
い
な
き
よ
う
に
祈
る

　
令
和
元
年
十
二
月
二
十
一
日
、
松
尾
神
社

鎮
座
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
大
山
咋
神
を
お
祀
り
す
る
松
尾
神
社
の
創

建
は
古
く
、
安
政
三
年
の
文
書
に
も
そ
の
記

録
が
伺
え
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
三
十
一
年
一
月
二

十
七
日
、
心
な
い
放
火
に
よ
り
本
殿
以
下
社

殿
、
社
務
所
が
全
焼
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
す
ぐ
さ
ま
松
尾
神
社
再
建
委
員

会
を
設
置
、
復
興
へ
の
道
筋
を
定
め
、
一
年

と
い
う
大
変
短
い
期
間
で
復
興
に
至
っ
た

こ
と
は
、
偏
に
神
様
を
敬
う
氏
子
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
神
様
の
ご
加
護
の
も
と
地
域

の
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

松
尾
神
社
鎮
座
祭
の
斎
行

松
尾
神
社
鎮
座
祭
の
斎
行

地
域
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル
�

心
の
拠
り
所
�
つ
い
に
復
興

　
小
國
神
社
氏
子
青
年
会
で
は
、
年
末
年
始

に
か
け
て
様
々
な
奉
仕
活
動
を
行
な
い
ま
し

た
。

　
年
末
に
は
、
注
連
縄
の
奉
製
と
掛
け
替
え

作
業
の
奉
仕
を
行
い
、
年
明
け
か
ら
は
、

「
小
國
神
社
開
運
だ
る
ま
」
の
授
与
、
正
月

行
事
の
締
め
く
く
り
に
、
一
月
二
十
日
の
ど

ん
ど
焼
き
の
〝
お
は
た
き
餅
〞
の
授
与
奉
仕

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
月
に
は
建
国
記
念
奉
祝
パ
レ
ー

ド
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
の
引
率
を
行
な
い

我
が
国
の
建
国
の
理
念
を
伝
え
る
活
動
を
行

な
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
年
も
、
神
社
の
発
展
と
地
域
の
発
展
に

寄
与
で
き
る
よ
う
活
動
を
展
開
し
、
国
を
愛

す
る
麗
し
い
心
と
伝
統
を
尊
ぶ
精
神
を
伝
え

る
活
動
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
國
神
社
氏
子
青
年
会
奉
仕
活
動
の
ご
報
告

小
國
神
社
氏
子
青
年
会
奉
仕
活
動
の
ご
報
告

神
社
を
中
心
と
し
た
地
域
の
発
展
を
願
い

〝
大
神
様
へ
の
真
心
〞
の
ご
奉
仕

　
令
和
元
年
十
二
月
三
十
一
日
大
晦
日
に
師

走
の
大
祓
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
六
〇
〇
名
の
皆
さ
ま
が
参
列

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
祓
は
、
私
た
ち
日
本
人
の
伝
統
的
な
考

え
方
に
基
づ
く
も
の
で
、
常
に
清
ら
か
な
気

持
ち
で
日
々
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
自
ら
の
心
身
の
穢
れ
、
災
厄
の
原
因

と
な
る
諸
々
の
罪
や
過
ち
を
祓
い
清
め
ま
す
。

　
大
祓
式
の
後
は
、
引
続
き
除
夜
祭
を
執
り

行
い
、
大
神
様
の
ご
加
護
の
も
と
一
年
を
無

事
に
過
ご
せ
た
こ
と
を
感
謝
し
、
新
し
い
気

持
ち
で
、
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。

師
走
の
大
祓
式
・
除
夜
祭
の
斎
行

師
走
の
大
祓
式
・
除
夜
祭
の
斎
行

日
々
の
穢
れ
を
祓
い
清
め
�

清
々
し
く
一
年
を
迎
え
る

け
が

小
國
神
社
　
お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば

社
頭
動
静

古
の
祝
詞

大
祓
詞
の
世
界
へ
の
誘
い

ス
ペ
シ
ャ
ル
ム
ー
ビ
ー
公
開
中

▶
ご
神
前
よ
り
忌
火
を
灯
す
（
令
和
元
年
12
月
14
日
）

▶
師
走
大
祓
式
　
六
〇
〇
名
の
ご
参
列
の
も
と
斎
行
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▲田遊神事　二番　畦塗り

▲初めて乗車体験をする参拝者

清々しく登拝された皆さま▲
本宮山奥磐戸神社例祭　

御弓始祭　日置流の作法で的を射る▲

　

令
和
二
年
一
月
三
日
、
田
遊
祭
・
田
遊
神

事
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
当
社
の
田
遊
神

事
の
創
始
は
鎌
倉
時
代
中
期
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

「
田
遊
神
事
」
と
は
、
年
の
始
め
に
豊
作

を
祈
願
し
『
田
作
り
』
か
ら
『
刈
り
入
れ
』

ま
で
の
稲
作
過
程
を
模
擬
的
に
演
じ
、
田
の

神
を
活
気
づ
け
秋
の
豊
か
な
稔
り
を
祈
る
神

事
芸
能
で
す
。

　

当
社
の
田
遊
神
事
の
大
き
な
特
徴
は
、
古

い
形
を
保
っ
た
ま
ま
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て

き
た
点
で
す
。
言
霊
の
霊
力
に
よ
る
予
祝
賛

美
を
中
心
と
し
た
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は

田
遊
祭
・
田
遊
神
事
の
斎
行

田
遊
祭
・
田
遊
神
事
の
斎
行

昔
の
手
振
り
を
そ
の
ま
ま
に
�

稲
作
は
日
本
文
化
の
根
源
で
す

　

令
和
二
年
一
月
十
日
、
静
岡
県
警
に
よ
る

広
報
活
動
の
一
環
で
パ
ト
カ
ー
、
白
バ
イ
の

乗
車
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

拝
殿
前
に
突
如
現
れ
た
パ
ト
カ
ー
と
白
バ

イ
に
乗
車
で
き
る
と
の
こ
と
で
、
参
拝
者
の

皆
様
は
興
味
深
そ
う
に
体
験
乗
車
し
、
記
念

撮
影
な
ど
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、
古
く
よ
り
交
通
安
全
祈
願
の

信
仰
が
息
づ
き
、
多
く
の
参
拝
者
が
日
々
、

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
神
様
の
ご
加
護
の
も
と
、

万
全
の
運
転
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

静
岡
県
警
に
よ
る

パ
ト
カ
�
・
白
バ
イ
乗
車
体
験
！

静
岡
県
警
に
よ
る

パ
ト
カ
�
・
白
バ
イ
乗
車
体
験
！

小
國
神
社
で
�
パ
ト
カ
�
と

白
バ
イ
に
乗
れ
る

　

一
月
六
日
に
本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
例
祭
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

　

社
伝
で
は
、
大
神
様
が
本
宮
山
山
頂
に

「
欽
明
天
皇
十
六
年
乙
亥
二
月
十
八
日
」
に

天
降
ら
れ
た
と
記
さ
れ
、
本
宮
山
奥
磐
戸
神

社
は
、
「
一
宮
ノ
荒
魂
社
奥
院
也
」
と
さ
れ
、

現
在
の
本
社
と
は
元
宮
と
里
宮
の
関
係
で
す
。

　

当
日
は
、
一
二
〇
名
の
ご
参
列
の
も
と
、

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
、
祭
典
終
了
後
に
は
お

神
札
を
授
与
し
、
古
式
神
酒
と
お
下
が
り
を

頂
き
ま
し
た
。

　

年
の
初
め
に
本
宮
山
山
頂
で
大
神
様
の
ご

加
護
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
は
、
一
様
に

清
々
し
い
表
情
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
例
祭
の
斎
行

本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
例
祭
の
斎
行

大
神
様
が
初
め
て
降
臨
さ
れ
た

聖
な
る
山

　

本
年
一
月
十
七
日
に
御
弓
始
祭
を
斎
行
い

た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
の
後
、
舞

殿
東
側
の
内
庭
に
て
、
県
内
の
弓
道
愛
好
家

ら
が
所
属
す
る
大
弓
会
の
ご
奉
仕
に
よ
り
御

弓
始
神
事
を
厳
か
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

日
置
流
大
的
式
の
作
法
に
よ
り
お
こ
な
わ

れ
る
こ
の
神
事
は
、
一
挙
手
一
投
足
が
非
常

に
細
や
か
で
、
美
し
い
神
事
で
す
。

　

地
射
手
が
約
二
十
八
メ
ー
ト
ル
先
の
的
に

矢
を
放
つ
と
、
鋭
い
風
音
が
響
き
、
斎
場
か

ら
は
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

的
を
射
貫
い
た
矢
は
魔
除
け
の
縁
起
物
と

伝
わ
り
、
的
の
近
く
で
拝
観
し
て
い
る
参
拝

者
が
我
先
に
と
手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

御
弓
始
祭
の
斎
行

御
弓
始
祭
の
斎
行

年
の
始
め
に
祈
る

﹁
五
穀
豊
穣
﹂
と
﹁
厄
神
鎮
送
﹂

ほ
ん   

ぐ
う   

さ
ん   

お
く   

い
わ    

と     

じ
ん

お    

ゆ
み  

は
じ
め 

さ
い

へ
　  

き

本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
　
ア
ク
セ
ス

小
國
神
社
　
田
遊
祭

!?

じ
ゃ

よ   

し
ゅ
く  

さ
ん

び
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本
年
は
、
初
代
神
武
天
皇
が
建
国
し
、
ご

即
位
さ
れ
た
日
よ
り
二
六
八
〇
年
を
迎
え

ま
す
。

　
二
月
十
一
日
に
建
国
の
偉
業
を
仰
ぎ
、
我

が
国
の
発
展
を
お
祈
り
す
る
紀
元
祭
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
祭
典
後
に
は
、
五
〇
〇
余
名

が
奉
祝
記
念
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
日
本
は
、
国
家
の
起
源
を
神
話
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
歴
史
が
、
神
代
か

ら
現
在
ま
で
一
本
の
糸
で
繋
が
る
類
い
稀
な

る
国
家
で
す
。

　
こ
の
祝
日
は
、
二
六
八
〇
年
続
く
我
が
国

の
歴
史
と
伝
統
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

紀
元
祭
の
斎
行

紀
元
祭
の
斎
行

日
本
の
国
柄
を
正
し
く
知
り
�

そ
の
精
神
を
後
世
に
伝
え
る

　
令
和
二
年
二
月
十
八
日
、
祈
年
祭
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

　
祈
年
祭
は
、
〝
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
〞
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
「
と
し=

稲
の
魂
」
、

「
こ
い=

祈
り
」
を
表
わ
し
ま
す
。
五
穀
の

豊
か
な
稔
り
と
、
国
家
の
安
泰
を
祈
る
お
祭

り
で
す
。

　
お
米
を
は
じ
め
と
す
る
作
物
の
収
穫
へ
の

感
謝
と
豊
作
へ
の
祈
り
が
神
社
に
と
っ
て
最

も
大
切
な
お
祭
り
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
稲
作
は
、
日
本
文
化
の

原
点
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
も
松
尾
貞
子
様
よ
り
椎
茸
や

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
多
数
ご
奉
納
い
た
だ
き
、
ご

神
前
に
お
供
え
し
て
の
斎
行
と
な
り
ま
し
た
。

松
尾
様
の
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。 祈

年
祭
の
斎
行

祈
年
祭
の
斎
行

日
本
人
の
原
点
を
伝
え
る
�

﹁
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
﹂

　
令
和
二
年
一
月
二
十
三
日
、
遠
江
総
合
高

校
三
年
生
の
選
択
授
業
「
伝
統
音
楽
」
の
履

修
生
に
よ
る
創
作
雅
楽
の
奉
納
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
奉
納
さ
れ
た
楽
曲
「
小
國
神
社
に
捧
げ
る

舞
」
を
作
曲
・
作
舞
し
た
担
当
講
師
牧
田
明

子
先
生
は
、
「
神
さ
ま
を
敬
い
暮
ら
し
て
き

た
日
本
の
古
き
良
き
伝
統
に
親
し
み
、
和
の

心
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
。
」
と
の
思
い
で
、

生
徒
た
ち
を
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
報
道
陣
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
行
わ
れ
、
演
奏
を
終
え
た
生
徒
か
ら
は
、

「
一
年
間
の
練
習
の
成
果
を
ご
神
前
で
発
揮

で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
場
所
で
演
奏
が
で
き

て
幸
せ
で
す
。
」
や
「
こ
の
一
年
で
学
ん
だ

こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
社
会
生
活
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。
」
と
の
感
想
を
充
実
し
た
表
情

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

神
様
へ
の
感
謝
�

生
か
さ
れ
て
い
る
喜
び
を
知
る

き     

ね
ん   

さ
い

き     

ね
ん   

さ
い

き     
げ
ん   

さ
い

奉納記念式典後の餅つき大会（令和2年2月11日）▲

▲真剣な眼差しの生徒たち
　（令和2年1月23日）　

祈年祭“五穀豊穣”と“諸産業の発展”を祈る▲

八王子社奉射神事（令和2年1月17日）▲

県
立
遠
江
総
合
高
校

創
作
雅
楽
の
奉
納
演
奏

県
立
遠
江
総
合
高
校

創
作
雅
楽
の
奉
納
演
奏

新 春 点 描
▶
自
転
車
で
の
ご
参
拝
も
増
え
て
い
ま
す

　（
令
和
2
年
1
月
4
日
）

▶
手
釿
神
事
ご
奉
仕
の
山
本
喜
規
様
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々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら
生

き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し
行
な

わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や
文
化
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら
生

き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し
行
な

わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や
文
化
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら
生

き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し
行
な

わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や
文
化
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
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前
号
に
て
、
渾
身
の
受
賞
作
品
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
皆
さ
ま
よ

り
、
「
素
晴
ら
し
い
作
品
に
心
が
沸
き
立
つ

よ
う
で
す
。
」
や
「
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
り
が
書

を
通
じ
て
伝
わ
っ
て
く
る
。
」
な
ど
の
反
響

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
静
岡
放
送
が
、
こ
の
た
び
の
活
動

を
年
末
の
報
道
特
集
と
し
て
取
材
い
た
だ
く

な
ど
、
各
方
面
よ
り
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
こ

と
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
内
憂
外
患
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
『
令
和

の
時
代
を
素
晴
ら
し
い
時
代
に
し
て
ゆ
き
た

い
』
と
の
前
向
き
で
真
摯
な
祈
り
が
託
さ
れ

た
作
品
は
、
多
く
の
人
々
の
心
に
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、
奉
納
大
会
の
様
子
を
は
じ
め
、

実
施
し
た
興
静
会
の
諸
事
業
に
つ
い
て
お
伝

え
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
十
一
月
二
十
五
日
、
掛
川
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
『
書
家
　
杭
迫
柏
樹

先
生
を
囲
み
語
る
集
い
』
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
当
日
は
、
一
〇
〇
名
を
超
え
る
興

静
会
会
員
、
関
係
者
ら
が
出
席
を
い
た
し

ま
し
た
。

　
挨
拶
で
杭
迫
先
生
は
「
多
く
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
、
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
書
を
通
じ
て
恩
返
し
を
し
て

ゆ
き
た
い
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
杭
迫
先
生
を
囲
み
な
が
ら
和
や
か
に
会

は
進
み
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
語
り
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多くの皆さまにご出席いただきました▲
（令和2年1月25日）　

杭迫先生を囲み語る会にて▲

杭迫先生ご夫婦▲ 杭迫先生、正副会長、ご来賓の皆さまと▲

▶
六
曲
屏
風
　
啾
々
吟

　
出
典
：
王
陽
明
語
　
林
玄
斎
跋

活
動
の
ご
報
告

書
家
　
杭
迫
柏
樹
先
生
を

囲
み
語
る
集
い
の
開
催
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新聞各社に掲載（11月27日）

（中日新聞）

（読売新聞）

（静岡新聞）

　
囲
む
会
の
翌
日
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら

二
十
七
日
に
か
け
て
袋
井
市
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
『
巨
匠
　
杭
迫
柏
樹
展
』
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
本
展
は
、
『
暮
ら
し
の
中
の

「
書
」
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
据
え
、
三
十

五
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。

　
杭
迫
先
生
は
常
日
頃
、
生
活
様
式
の
変
化

か
ら
「
書
」
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
危

惧
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
「
心
に

染
み
入
る
言
葉
を
美
し
く
表
現
し
、
生
活
空

間
か
ら
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
「
書
」
を
蘇
ら

せ
た
い
。
」
と
の
思
い
の
も
と
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
期
間
中
約
一
、
〇
〇
〇
人
が
訪
れ
、
拝
観

者
ら
は
、
様
々
な
書
体
で
美
し
く
し
た
た
め

ら
れ
た
味
わ
い
深
い
作
品
に
足
を
止
め
て

じ
っ
く
り
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

『
巨
匠
　
杭
迫
柏
樹
展
』

　
　
　
　
　
　
　
の
開
催

〜
暮
ら
し
の
中
の『
書
』、

　
　
　
味
わ
い
深
い
言
葉
の

　
　
　
　
　
美
し
い
表
現
を
追
求
〜

い
ま
の
世
に
、
書
が
で
き
る
こ
と

私
は
昭
和
九
年
に
生
を
享
け
、

太
平
洋
戦
争
か
ら
戦
後
の
混
乱
、

奇
跡
の
よ
う
な
復
興
と
発
展
を
経
験
し
ま
し
た
。

昭
和
、
平
成
、
そ
し
て
令
和
、

激
変
の
世
に
生
き
て
齢
八
十
半
ば
…
。

書
と
倶
に
生
き
て
、
い
ま
、

書
で
伝
え
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
　
初
秋
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本
年
七
月
一
日
よ
り
、
九
月
三
十
日
に
か

け
て
開
催
を
し
た
令
和
「
書
」
奉
納
大
会
で

は
、
全
国
よ
り
渾
身
の
作
品
約
二
、
五
〇
〇

点
が
奉
納
と
な
り
ま
し
た
。
杭
迫
柏
樹
先
生
、

中
澤
皐
揚
先
生
、
興
静
会
会
長
当
社
宮
司
に

よ
る
厳
正
な
審
査
の
も
と
受
賞
作
品
七
作
品

が
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
去
る
、
令
和
元
年
十
二
月
八
日
に
受
賞
者

を
含
む
優
秀
作
品
奉
納
者
へ
の
表
彰
式
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
、
遠
く
北

海
道
か
ら
も
お
越
し
に
な
り
総
勢
一
〇
〇
余

名
の
盛
大
な
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
席
上
揮
毫
を
ご

披
露
い
た
だ
き
、
出
席
者
ら
は
張
り
詰
め
る

緊
張
感
の
も
と
力
強
く
繊
細
な
筆
運
び
を
真

剣
な
表
情
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

受賞者の皆さま（令和元年12月8日）▲

杭迫柏樹賞（大人の部）受賞▲
森重粹紅（純子）様　

席上揮毫を披露する▲
衆議院議員　宮澤博行様　

▲席上揮毫を終えたばかりの
　受賞者

令
和「
書
」奉
納
大
会
表
彰
式

書
を
通
じ
た

「
郷
里
」・「
国
」・「
世
界
」の

文
化
興
隆
を
願
い

杭迫柏樹

　昭和9年、静岡県周智郡森町に生まれる。幼
少より書に親しみ、毎日大きな硯に大量の墨を
すり、なくなるまで書くほどに熱中する。
　書家を志し、京都学芸大学美術科（書専攻）
へ入学、卒業。現代書道の巨匠、村上三島に師
事、後に日展初入選を果たす。本格的な書家と

しての活動のため、教職の辞職を決意。以
後、日展内閣総理大臣賞（平成17年）、日
本芸術院賞（平成20年）、京都府文化功労
章（平成22年）、紺綬褒章（平成26年）な
ど多数の賞を受賞。日本を代表する書家と
して、国内外で活躍中。

○ 現　職 ○
（公社）日展名誉・特別会員・（公社）日
本書芸院名誉顧問・（公社）全日本書道連
盟顧問・（公財）全国美術振興会顧問・読
売書法会最高幹部会会議議長・顧問
など多数

プロフィール
書 家
くい   せこ   はく   じゅ

興
静
会
の

　
　
活
動
に
つ
い
て

　
今
後
、
先
生
の
熱
誠
に
応
え
る
べ
く
、

当
会
で
は
、
左
記
の
よ
う
な
活
動
を
お

こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
公
共
施
設
へ
の
作
品
奉
納
及
び
寄
贈

○
新
元
号
「
令
和
」
書
　
奉
納
大
会

○
揮
毫
機
会
の
創
出

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
・

　
研
究
懇
談
会
等
の
開
催

○
筆
塚
の
建
立
と
筆
感
謝
祭
・

　
筆
供
養
な
ど
の
開
催

○
そ
の
他
関
連
す
る
活
動
な
ど

入
会
の
ご
案
内
、
ご
相
談
は

興
静
会
事
務
局
（
小
國
神
社
内
）

（
〇
五
三
八
）
八
九
ー
七
三
〇
二

年
会
費
一
〇
、
〇
〇
〇
円

─ 

電
　
　
話 

─
▶
中
澤
皐
揚
先
生

◀
杭
迫
柏
樹
先
生

◀
当
社
宮
司
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平
成
八
年
よ
り
、
神
宮
を
は
じ
め
と
す
る

全
国
の
神
社
へ
古
事
記
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

作
品
の
奉
納
を
お
こ
な
い
、
平
成
二
十
七
年

に
は
、
当
社
へ
油
彩
画
『
大
己
貴
命
か
ら
愛

を
受
け
る
因
幡
の
白
う
さ
ぎ
』
を
奉
納
、

現
在
ま
で
に
一
八
四
社
に
奉
納
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

画
伯
は
、
「
今
後
も
勢
力
的
に
奉
納
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
当
社
に
奉
納
さ
れ
た
作
品
は
ど
な

た
で
も
拝
観
も
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

当
社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マークエステル画伯奉納作品▲
「大己貴命から愛を受ける　

因幡の白うさぎ」　

唯
一
無
二
の
色
彩
の
世
界
と

日
本
神
話
「
古
事
記
」
の

世
界
観
の
共
演

▶
富
士
の
祭
り
の
準
備
／
油
彩
画

神
社
へ
の
奉
納
活
動
、

日
本
の
神
々
の
麗
し
い

御
姿
を
描
き
続
け
る

　

マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
画
伯
は
来
日
さ
れ
て
よ
り
四
十
四
年
、

古
事
記
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
数
多
く
製
作
さ
れ
、
日

本
の
精
神
文
化
を
国
内
、
世
界
に
む
け
て
広
め
る
活
動
を
展

開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
『
天
皇
陛
下
御
即
位
を
お

祝
い
す
る
国
民
祭
典
』
で
画
伯
の
作
品
十
五
作
品
が
巨
大
ス

ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
、
古
事
記
の
世
界
観
が
語
ら
れ
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

画
伯
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
や
岡
本
太
郎
ら
と

の
交
流
の
中
で
独
自
の
色
彩
を
持
つ
油
彩
画
技
法
を
確
立
さ

れ
、
現
在
は
ガ
ラ
ス
作
品
・
ブ
ロ
ン
ズ
作
品
な
ど
も
手
が
け

る
マ
ル
チ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
二
年
二
月
二
十
二
日
〜
令
和
二
年
三

月
一
日
の
間
、
小
國
神
社
（
静
岡
県
森
町
）
の
多
目
的

研
修
ス
ペ
ー
ス
（
第
２
会
場
）
と
参
拝
者
休
憩
所
（
第

１
会
場
）
に
て
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
・

ス
キ
ャ
ル
フ
ィ
シ
ャ
フ
ィ
キ
画
伯
の
画
業
五
十
周
年
を

記
念
し
た
「
マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
展
in
小
國
神
社
」
が
開

催
（
主
催
：
㈱
H
＆
T
／
後
援
：
小
國
神
社
）
さ
れ
ま

し
た
。

　

期
間
中
、
拝
観
者
ら
は
、
唯
一
無
二
の
色
彩
で
描
か

れ
た
古
事
記
の
世
界
観
を
思
い
思
い
に
堪
能
し
、
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
こ
れ
か
ら
日
本
が
注
目
さ
れ
る

中
、
世
界
の
人
々
に
も
日
本
の
精
神
文
化
の
深
淵
で
あ

る
古
事
記
を
知
っ
て
欲
し
い
。
」
な
ど
と
感
嘆
の
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

古
事
記
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を

多
数
世
に
送
り
出
す

マークエステル展 in 小國神社 の開催
画業50周年記念 主催 ㈱H&T／協力

特集
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▲フランス語で乾杯の発声をされた
　袋井商工会議所専務理事　鈴木満明様

▲歓談する出席者の皆さま

▲お祝いのバースデーケーキの炎を吹き消す

◀
令
和
の
御
代
始
め
て
の
天
長
祭
に
参
列
さ
れ
た
画
伯

喜
寿
の
祝
い
を
迎
え
、

さ
ら
に
勢
力
的
に

芸
術
活
動
へ
力
を
注
ぐ

　

令
和
二
年
二
月
二
十
三
日
、
画
伯
は
令
和
最

初
と
な
る
天
長
祭
に
参
列
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
約
七
十
名
の
出
席
者
の
な
か
、
開
催
記

念
式
展
を
行
い
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
森
町
長

太
田
康
夫
様
、
袋
井
市
商
工
会
議
所
専
務
理
事

鈴
木
満
明
様
、
（福）
聖
隷
福
祉
事
業
団
理
事
長
山

本
敏
博
様
、
静
岡
理
工
科
大
学
名
誉
学
長
荒
木

信
幸
様
が
出
席
し
、
各
界
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら

ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
、
画
伯
が
二
月

二
十
六
日
に
喜
寿（
七
十
七
歳
）を
迎
え
る
こ
と

を
皆
で
お
祝
い
し
よ
う
と
、
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー

キ
と
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
司
は
挨
拶
で
「
様
々
な
ス
タ
イ
ル
で
古
事

記
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
、
そ

れ
ら
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
古
典
の
神
髄
に
触

れ
、
深
く
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
述
べ
、

画
伯
は
「
日
本
が
育
ん
で
き
た
精
神
文
化
は
今
、

世
界
の
人
々
が
必
要
と
し
て
い
る
精
神
姿
勢
で

す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

画
伯
の
心
の
籠
も
っ
た
挨
拶
か
ら
は
、
日
本

へ
の
愛
、
日
本
の
精
神
文
化
の
可
能
性
、
そ
し

て
、
西
洋
と
東
洋
の
架
け
橋
で
あ
る
日
本
人
へ

の
強
い
期
待
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
り
ま
し

た
。
私
た
ち
も
改
め
て
襟
を
正
し
、
そ
の
よ
う

な
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
日
本
人
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

「
日
本
が
育
ん
で
き
た
精
神
文
化
は

　
　
　
今
、
世
界
の
人
々
が
必
要
と
し
て
い
る
精
神
姿
勢
で
す
」

マークエステル展 in 小國神社
画業50周年記念

て
ん  

ち
ょ
う 

さ
い
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▲静岡理工科大学名誉学長
　荒木信行様

▲氏子の方々が画伯へ
　「大國だるま」をプレゼントされました

▲絵画の世界に浸る拝観者

◀
森
町
長
　
太
田
康
雄
様

◀
当
社
宮
司

◀
聖
隷
福
祉
事
業
団
理
事
長

　
山
本
敏
博
様

唯
一
無
二
の
色
彩
に

心
沸
き
た
つ

マークエステル・
スキャルフィシャフィキ

プロフィール

　マークエステル、本名マーク・アントワーヌ・
スキャルシャフィキ。800年続く名門スキャルシャ
フィキ家出身。同家の起源は、祖先がドイツから
イタリアのジェノバに移り住んだ12世紀の初頭に
さかのぼる。同世紀半ばにローマ教皇から貴族に
列せられた。
　マークエステルは、1943年2月26日パリに生まれる。
1945年、コート・ダジュールのエズに父ロベールと
母カルメンが開業した「バナノレイホテル」に移り
住む。後に同じくエズに創設した「カップエステル
ホテル」に住み、地中海の美しい自然環境の中で時を過ごした。
　カップエステルとは「星の岬」の意味。ホテルはニースとモンテカルロの間に位置し、
壮大な庭園と深い紺碧の地中海が混ざり合う独特な雰囲気は、創作にインスピレーション

をもたらすには申し分のない環境であり、芸術
家になる礎となった。
　「カップエステルホテル」の滞在客の中には
世界各国の著名人が多く、グレタ・ガルボ、ア
ンソニー・クイン、チャーリー・チャップリン、
ケネディー家、ポンピドゥー家、グレース公妃、
ルドルフ・ヌレエフ、ブライアン・エプシュタ
イン、ビートルズ等と交流があった。

●1973年
元首相の岸信介、佐藤栄作両氏の後援によりABCギャ
ラリーにて展覧会を開く。その時、安倍晋太郎氏と出
会い、親交を結ぶ。備前焼の陶芸家、藤原啓氏と雄氏
（両氏とも人間国宝）と出会い、後に共に制作。
●1982年
東京・東急渋谷本店にて初個展。サンフランシスコの
ギャラリー・ワンにて個展。
東京、大阪、京都で「たち吉」主催の「たちばな展」
にて陶器と漆作品による個展。
これを機に工芸品の制作が始まる。
●2015年
九州国立博物館にて「日本神話展」 を開催。
横浜市大倉山記念館、さいたま市文化センター、東京
銀座、クリエート浜松、あわぎんホールにて個展。 
NHK World TV の取材を受ける。

他、活動多数。詳細は公式ホームページをご覧下さい。
WEB  http://h-a-t.jp/index.php

活　動
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小
國
神
社
で
は
、
令
和
の
御
代
替
わ
り
を
お
祝
い
し
、
天
皇
陛
下
御
即

位
記
念
『
令
和
の
お
屋
根
替
え
』
〜
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
祈
り
・
技
・
美
〜

を
、
四
年
の
歳
月
を
か
け
、
御
本
殿
以
下
社
殿
群
の
お
屋
根
の
葺
き
替
え

工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

当
社
の
御
本
殿
以
下
社
殿
の
お
屋
根
は
、
日
本
唯
一
の
伝
統
技
法
「
檜

皮
葺
」（
檜
の
皮
で
屋
根
を
葺
く
技
法
）
で
葺
か
れ
た
屋
根
で
す
。
古
来

よ
り
、
そ
の
造
形
の
柔
ら
か
な
曲
線
と
風
合
い
に
代
表
さ
れ
る
繊
細
な
優

美
さ
は
、
日
本
の
風
土
と
調
和
し
て
き
ま
し
た
。
古
典
文
学
「
枕
草
子
」

に
は
、『
雪
は
檜
皮
葺
、
い
と
め
で
た
し
。
す
こ
し
消
え
が
た
に
な
り
た

る
ほ
ど
。…

』
と
綴
ら
れ
、
白
雪
と
檜
皮
の
屋
根
が
織
り
な
す
色
の
絶
妙

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
風
情
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
葺
き
替
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
材

そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
喜
び
讃
え
、
清
ら
か
な
状
態
を
大
切
に
し
て
き
た

私
た
ち
の
祖
先
が
造
り
だ
し
た
「
日
本
の
美
」
で
あ
り
、
古
よ
り
変
わ
る

こ
と
の
な
い
神
様
へ
の
「
祈
り
」
が
、
そ
の
「
技
」
と
「
美
」
を
護
り
伝

え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
御
本
殿
以
下
社
殿
の
お
屋
根
は
、
古
い
も
の

で
は
六
十
余
年
、
新
し
い
も
の
で
も
四
十
余
年
の
月
日
が
経
過
し
て
お
り

ま
す
。
檜
皮
を
使
っ
た
お
屋
根
は
た
び
た
び
補
修
を
施
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
耐
用
年
数
を
考
慮
す
る
と
き
、
葺
き
替
え
工
事
に
着
手
す
る
べ
き
と

判
断
致
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
祭
神
、
大
己
貴
命
が
鎮
ま
る
御
本
殿
を
は
じ
め
社

殿
の
常
若
（
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
あ
る
こ
と
）
に
努
め
、
先
人
が
護
り

伝
え
て
き
た
、「
祈
り
の
精
神
文
化
」
と
貴
重
な
「
伝
統
技
術
」
を
次
世

代
に
つ
な
ぎ
、
よ
り
一
層
神
さ
ま
の
ご
加
護
を
戴
け
ま
す
よ
う
、
本
事
業

を
進
め
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

世
情
厳
し
い
折
か
と
存
じ
ま
す
が
何
卒
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
支
援
、
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

遠
江
国
一
宮　

小
國
神
社　
　
　
　

宮
司　

打
田　

文
博

　
　
　
　
　
　

小
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会　
　
　
　
　

会
長　

鈴
木　
　

覺

　
　
　
　
　
　

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
事
業
「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
財
委
員
会
委
員
長　

松
井　

宏
悦

ご
奉
賛
の
お
願
い

み　

よ　

が

や　

ね　

が

わ
だ
ぶ
き

ひ
の
き

ひ
わ
だ

ひ
わ
だ

さ
い  

じ
ん

と
こ  

わ
か

ひ

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

ね

や

が

令
和
の

お
屋
根
替
え

次
世
代
へ
繋
ぐ　

祈
り
・
技
・
美

天
皇
陛
下

御
即
位
記
念

OK
UN
IJ
IN
JA

 　
　

　
　

　　　　　　　
　

　
　

 O
K
U
N
IJINJAOK

UN
IJ
IN
JA

 　
　

　
　

　　　　　　　
　

　
　

 O
K
U
N
IJINJA

社
務
所
に
て
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

（
そ
の
他
の
方
法
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

第１期工事　令和2年1月14日～  3月31日：真名井（完工）
　　　　　　令和2年2月12日～10月20日：神徳殿・渡り殿（着工）
第２期工事　令和3年2月12日～10月30日：御本殿
　　　　　　令和4年2月12日～  5月30日：並宮
第３期工事　令和4年4月20日～12月10日：拝殿
　　　　　　令和5年2月12日～10月30日：中門、幣殿

工期日程

お屋根替えにともなう主な文化事業
（葺き替え工事現場見学会）
屋根葺き替え作業の様子を一般公開いたします。
日程、お申し込み方法は、改めてお知らせいたします。

○お問い合わせ先：小國神社崇敬奉賛会事務局
〒437-0226　静岡県森町一宮3956-1
電話：0538-89-7302
Email  oyanegae@okunijinja.or.jp
「令和のお屋根替え」～ 次世代へつなぐ 祈り・技・美 ～
公式WEBサイト　okunijinja.or.jp/oyanegae/

奉
賛
金
に
つ
い
て

ご寄付に関する詳しいお問い合わせは、
小國神社崇敬奉賛会事務局までお願いいたします。

御本殿
●
御本殿
● ●並宮●並宮

真名井●真名井●幣殿
●
幣殿
●

神徳殿●神徳殿●

●渡り殿●渡り殿拝殿
●
拝殿
●

修
復
を
必
要
と
す
る
檜
皮
葺
屋
根

募財期間：令和元年  8月 1日から
　　　　　令和５年10月30日まで
総 予 算：3億5,000万円

▶
永
い
年
月
に
亘
っ
て
雨
風
に
晒
さ
れ
た
屋
根
は
、
損
傷
や
経
年
劣
化
、

　
植
物
の
侵
食
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。
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創業当時の記録

介
紹
人
職

た
し
応
適
に
土
風
の
本
日
と
美
形
造
な
雅
優

法
技
統
伝
の
」
美
と
用
「

檜
「法
技
統
伝
の
来
古
本
日、
は
根
屋
お
の
社
神
國
小
　

た
れ
か
葺
で
）
法
技
く
葺
を
根
屋
で
皮
の
檜
（」
葺
皮

。
す
で
根
屋

に
築
建
級
上
は
で
代
時
良
奈
、
り
ま
広
に
代
時
鳥
飛
　

工
根
屋
い
高
の
式
格
も
最
は
に
代
時
安
平
、
れ
ら
い
用

。
た
し
ま
れ
ら
い
用
に
ど
な
築
建
社
神
、
り
な
と
法

け
だ
皮
く
な
と
こ
る
す
採
伐
を
檜
の
上
以
年
百
齢
樹
　

る
も
ま
を
社
御
ら
か
風
雨
の
上
以
年
十
三
、
は
根
屋
葺

国
、
た
え
揃
ね
兼
を
美
線
曲
い
し
美
で
細
繊
と
性
能
機

も
て
し
と
産
資
化
文
の
有
特
本
日
い
な
見
を
例
は
に
外

。
す
ま
い
て
れ
さ
知
認

葺
皮
檜ひ 

わ 

だ

ぶ 

き

大正4年創業。兵庫県丹波市で100余年の
歴史をもつ。日本古来の技法で、国の選定
保存技術に指定されている檜皮葺・杮葺の
職人技術をもち、国内の国宝・重要文化財
等社寺仏閣の屋根を葺く。
創業年に「遠江国一宮 小國神社 檜皮葺屋
根の葺替え」を施工した記録が残る。

ね

や

が

令
和
の
お
屋
根
替
え

綴皮工程の動画が
ご覧頂けます。檜皮を整える村上社寺工芸社の職人達

20～30 本程の竹釘を口に含み、舌を使って一本ずつ口から釘を出
します。金槌を握る手で釘を掴み、屋根金槌の「伏金」と呼ばれ
る部分で檜皮に差込み、金槌で打ち込みます。金槌の格子状の溝
により竹釘の頭が潰れ、抜けない形状で完全に打ち込まれます。

片手釘打の動画が
ご覧頂けます。

職人の技【 片手で竹釘を打つ 】

進
捗
状
況

▲真名井　品軒を整える職人
（令和2年2月15日）

▲神徳殿　社叢にも馴染む木製の足場
　（令和2年2月18日）

▲神徳殿・渡り殿　古い屋根を剥がし
　調査をおこなう（令和2年3月13日）

現
在
、
真
名
井
の
お
屋
根
の
修
復
が

完
工
し
、
神
徳
殿
の
お
屋
根
に
着
工

し
て
い
ま
す
。

（
令
和
二
年
三
月
現
在
）
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お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
天
皇
陛
下

御
即
位
記
念
「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」
の
趣
旨
を
ご
理

解
頂
き
、
ご
支
援
、
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
す
こ
と
篤
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

現
在
、
真
名
井
の
葺
き
替
え
工
事
が
完
工
し
、
神
徳

殿
（
祈
祷
殿
）
の
工
事
に
着
工
し
て
い
ま
す
。

　

ご
奉
納
頂
い
た
ご
浄
財
は
造
営
資
金
と
し
て
大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

職
員
一
同
、
更
な
る
ご
神
徳
の
発
揚
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
変
わ
ら
な
い
ご
崇
敬
を
賜
り
ま
す

れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
ご
芳
名
を
掲
載
し
改
め
ま
し
て
重
ね
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

令
和
の
お
屋
根
替
え

令
和
の
お
屋
根
替
え

〜 

次
世
代
へ
つ
な
ぐ 
祈
り
・
技
・
美 

〜

〜 

次
世
代
へ
つ
な
ぐ 
祈
り
・
技
・
美 

〜

『
ご
奉
賛
の
皆
さ
ま
』

『
ご
奉
賛
の
皆
さ
ま
』

●
三
百
萬
円
以
上

　

浜
名
梱
包
輸
送
㈱　

　
　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　

鈴
木　
　

猛

●
壱
百
萬
円
以
上

　

朝
日
電
装
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　

山
田　

和
紀

　

原
田
多
加
資

　

大
塲　

孝
侚

　

鈴
木　
　

晃

●
五
拾
萬
円
以
上

　

宮
澤　

史
彦

　

大
場　

康
正

　

毛
利　

多
克

　

神
間
八
千
代

●
参
拾
萬
以
上

　

髙
木　
　

工

●
壱
拾
萬
円
以
上

　

宮
谷　

宗
良

　

山
田　

信
一

　

太
田　

好
伯

　

袴
田　

桂
子

　

大
場　

敏
宏

　

鈴
木　

新
一

　

狩
野　

圭
祐

　

明
光
電
気
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　

林　

眞
一
郎

　

中
村　

康
夫

　

㈱
内
田
建
設

　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　

内
田　

鉱
二

●
壱
萬
円
以
上

　

㈱
第
一
印
刷

　
　
　

田
中　

一
兆

　

金
原　

惣
吉

　

鈴
木　
　

敬

　

大
場　
　

努

　

山
下　

和
成

　

片
桐　

和
弘

　

小
池　
　

忠

　

小
林　

敏
彦

　

松
本　

直
也

　

平
野　

雄
介

　

髙
林　

嘉
子

　

大
村　

博
陸

　

生
沼
美
裕
紀

　

良
家　

西
村
良
一

　

森
下　

義
明

　

豊
一
商
店

　
　
　

鈴
木　

和
彦

　

金
子　

祥
徳

　

池
田　

清
華

　

加
茂　

博
子

　

中
里　

賢
一

　

加
藤　

元
文

　

伊
藤　

哲
義

　

菅
沼　

悦
治

　

片
桐
有
香
吏

　

片
桐　

大
己

　

田
邉　

重
文

　

山
本　

忠
広

　

佐
々
木
ス
テ
ィ
ナ

　

橋
本　

龍
生

　

川
上　

嘉
弘

　

河
合　

正
敏

　

河
野　

訓
三

　

山
田　

信
男

　

小
松
希
伊
子

　

中
山　

忠
勝

　

近
藤　

静
子

　

坪
田　

伴
夫

　

創
和
設
計
㈱

　
　
　

山
崎　

隆
史

　

栗
田
得
起
千

　

鈴
木　

和
葉

　

鈴
木
さ
ち
代

　

髙
木　

康
夫

　

平
野　

達
雄

　

望
月　

宏
悦

　
今
岡　

利
男

　

鈴
木　
　

弘

●
金
一
封

　

高
柴　

久
則

　

石
田　

康
幸

　

池
田　

香
織

　

梶
山　

康
成

　

志
田　

春
一

　

鈴
木　

英
方

　

倉
田
ま
ゆ
み

　

大
橋　

明
夫

　

坂
本　

友
一

　

松
島　

辰
男　

　

鈴
木　

裕
人

　

ハ
レ
オ
鍼
灸
院

　
　
　
　

市
川
一
巳

　

大
窪
利
久
代

　

Ｒ
工
房
㈱

　

鈴
木
さ
ち
子

　

鈴
木　

健
夫

　

植
田　

茂
喜

　

平
林　

範
之

　

大
中　

誠
治

　

天
野　

眞
弓

　

竹
澤　

隆
国

　

星
野
由
美
子

　

鈴
木
恵
美
子

　

鈴
木　

敦
子

　

藤
田
佐
和
子

　

島
田　
　

明

　
今
井　
　

肇

　

山
口　

耕
司

　

米
田　

善
紀

　

安
間　

信
人

　

仲
井　

康
文

　

坂
本　

寿
志

　

田
中　

淳
司

　

平
田　

爽
馬

　

山
田　

梨
沙

　

浅
井　

政
良

　

磯
部　

竜
佑

　

鎌
田
い
づ
み

　

二
𣘺　

充
弥

　

木
野　

知
武

　

伊
藤　

博
規

　

山
下
眞
一
郎

　

戸
田　

安
彦

　

原
田　

暁
康

　

仲
田　
　

剛

　

加
藤　
　

研

　

太
田　

勝
重

　

渕
上　

真
由

　

渕
上　

隆
幸

　

渕
上　

結
愛

　

原　
　

真
一

　

丸
山　

真
吾

　

大
中　

敬
久

　

中
村　

繁
治

　

川
合　

清
郷

　

峯
村　

優
作

　

外
岡
施
術
院

　
　
　

外
岡　
　

武

　

竹
内　

節
子

　

伊
藤
二
三
男

　

伊
藤　

総
子

　

三
浦　
　

勉

　

秋
山　
　

浩

　

田
中　

慎
己

　

竹
内　

章
友

　

吉
山　

雄
貴

　

壽
山　

明
男

　

大
塚　

史
人

　

大
塚　

由
佳

　

中
島　

徳
是

　

佐
次
本　

守

　

松
下　

美
保

　

諸
岡　

清
八

　

今
井　

史
将

　

保
科　

広
樹

　

大
石　

文
子

　

寺
田　

龍
平

　

杉
枝　

正
彦

　

加
藤　

啓
高

　

伊
藤　

啓
二

　

落
合　

和
美

　

落
合　

正
好

　

菅
家　

隆
広

　

神
谷　

達
之

　

山
村　

章
泰

　

宮
木　

崇
禎

　

藤
森　

紀
行

　

鈴
木　

勝
博

　

川
原　
　

強

　

川
原　
　

優

　

山
崎　
　

猛

　

井
川　

慶
太

　

伊
藤
弥
寿
子

　

江
川　

和
宏

　

江
川　

典
子

　

一
木　

京
子

　

望
月
佑
里
子

　

富
田
梨
恵
子

　

渡
邉
え
い
子

　

忠
内　

孝
芳

　

小
池　

俊
之

　

鈴
木　

勝
夫

　

大
隅
進
之
介

　

小
松　

喜
美

　

鵜
飼
千
恵
子

　

三
浦　

信
也

　

小
倉　
　

治

　

増
田　

卓
朗

　

野
中　

立
也

　

松
本　

好
彦

　

西
山　

直
幸

　

asesantem

（
東
京
） 

　
　
　
　

森　
　

昌
子

　

asesantem

（
静
岡
）

　
　
　
　

森　
　

昌
子

　

山
田　
　

賢

　

盛
林　
　

優

　

杉
田
理
緒
奈

　

野
口　

信
明

　

窪
野　

紀
子

　

お
そ
う
じ
屋
さ
ん

　
　
　
　
　

清
水
店

　
　
　

亀
川　

一
也

※令和元年12月1日～令和2年2月29日迄（順不同・敬称略）
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小
國
神
社
と
人
と
暮
ら
し
と
か
み
の
た
な
展

今
年
も
開
催
!!
テ
�
マ
は〝
日
本
書
紀
〞

　
小
國
神
社
研
修
室
で
本
年
で
五
回
目
の
開
催
と
な
る
「
小
國
神
社
と
人
と
暮
ら
し

と
か
み
の
た
な
展
」
を
令
和
二
年
四
月
二
十
九
日
〜
五
月
十
日
の
大
型
連
休
期
間
に

開
催
し
ま
す
。

　
本
展
示
の
テ
ー
マ
は
〝
日
本
書
紀
〞
日
本
初
の
歴
史
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

本
書
が
上
撰
さ
れ
一
三
〇
〇
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
「
古
事
記
」
に
比
べ

る
と
難
し
い
と
思
わ
れ
が
ち
な
「
日
本
書
紀
」
を
、
静
岡
を
代
表
す
る
絵
本
・
造
形

作
家
の
た
た
ら
な
お
き
先
生
の
作
品
と
と
も
に
楽
し
く
解
説
し
ま
す
。

　
日
本
書
紀
を
読
み
解
く
と
私
た
ち
の
祖
先
が
語
っ
て
き
た
、
神
代
の
伝
承
と
古
代

日
本
の
歩
み
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
古
の
書
物
が
示
す
よ
う
に
、
日
本
の
『
神
さ
ま
と
暮
ら
す
文
化
』
は
現
代
へ
続
き
、

各
家
庭
の
お
ま
つ
り
へ
と
広
が
り
、
私
た
ち
の
国
の
礎
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　
企
画
展
示
と
共
に
会
場
内
に
は
展
示
販
売
ス
ペ
ー
ス
を
準
備
。
家
庭
の
ま
つ
り
を

担
う
「
神
棚
」
や
全
国
各
地
か
ら
集
め
た
神
具
の
逸
品
、
暮
ら
し
を
丁
寧
に
す
る

様
々
な
品
を
多
数
ご
用
意
し
、
日
本
の
神
事
を
広
く
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
二
〇
〇
年
以
上
前
か
ら
伝
わ
る
「
祝
詞
」（
の
り
と
）

「
大
祓
詞
」（
お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば
）
を
紐
解
く
と
、
太

古
の
人
々
が
「
は
ら
え
」（
生
ま
れ
出
た
と
き
の
様
な
清
ら

か
な
こ
こ
ろ
に
な
る
こ
と
）
を
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
が

と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
大
祓
詞
の
深
遠
な
世
界
観
を
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
表
現
を
し
ま
し
た
。

神さまと暮らす豊かな生きかたを提案する

時
代
を
通
し
て
変
わ
ら
な
い
大
切
な
も
の
�

﹁
そ
れ
は
清
ら
か
な
心
﹂

小國神社　おおはらえのことば

公式ウェブサイト特設ページで
ムービー公開中

大祓詞の世界への誘い
おお    はらへ   ことば いざな

古の祝詞
のりといにしえ

たたらなおき

▲扶桑社より今夏発売予定の
　たたらなおき作
　「まんが日本書記（仮）」
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　早朝から、多くの店舗が軒を連ねます。
陶器や古着、アンティーク品など多種多様
な骨董品が出品されます。
　貴重な銘品も隠れていそうです。お店を
覗きながら、骨董商との会話を楽しんでみ
てはいかがでしょうか。

大骨董蚤の市のご案内!!
～隠れた銘品を探して…～

７月

端 午 祭

　5月5日午前10時より斎行いたし
ます。
　菖蒲の節句とも言われ、お子様
の健やかな成長を祈るお祭りです。
祭典後は邪気を祓う菖蒲とよもぎ
の葉を授与いたします。

月 次 祭
つき　　   なみ　　  さい

　毎月1日と18日の9時から執り行
います。
　月次祭では、神様に日々の感謝
を捧げ、国家国民の安泰と繁栄を
祈ります。ご参列はどなたでも可
能です。当日、社務所受付でお申
し出ください。

4月4日（土）・5月2日（土）・6月6日（土）の
日の出より午後３時頃まで
小國神社第５駐車場で開催!!

4月4日（土）・5月2日（土）・6月6日（土）の
日の出より午後３時頃まで
小國神社第５駐車場で開催!!

6月 水無月
みなづき

（午前 9時）
（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前10時30分）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午後 3時）

月次祭
花菖蒲園開園奉告祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
花しょうぶまつり
月次祭
御田植祭
夏越の大祓式

1日
1日
6日
6日
7日
18日
21日
30日

7月 文月
ふみづき

月次祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
月次祭
甲子祭
愛宕神社例祭

（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午前10時）

1日
4日
6日
18日
20日
31日

宮代神饌御田植祭宮代神饌御田植祭

たん　　　 ご   　　 さい
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　半年に一度、日常生活の中で犯した罪や
過ち、心身の穢れを人形に託して川や海に
流し、祓い清める神事です。
　引続き茅の輪くぐり神事を行い、無病息
災を祈ります。どなたでもご参列ができます。
　半年の罪穢れを祓い、身も心も清々しい
気持ちで新たな季節をお迎え下さい。

本宮山青葉祭

　5月6日午前11時より斎行いたし
ます。
　本宮山の新緑が鮮やかな美しい
季節です。どなたでもご参列がで
きます。是非、ご登拝され大神様
のご加護をお受けください。

花しょうぶまつり

　6月7日午前10時30分より開催い
たします。
　箏や尺八の演奏で皆様をおもて
なしいたします。　
　神々が運ぶ季節の移ろいとご神
域の賑わいを感じてください。

夏 越 大 祓 式
令和2年6月30日（火）午後3時より令和2年6月30日（火）午後3時より

ほん　  ぐう　  さん　  あお　    ば      さい

月次祭
大骨董蚤の市
端午祭
本宮山青葉祭
月次祭
甲子祭
宮代神饌田御田植祭

（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前11時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午前11時）

1日
2日
5日
6日
18日
21日
31日

月次祭
神武天皇祭遙拝式
大骨董蚤の市
勧学祭
本宮山月次祭
杉　祭
全國一宮等合殿社例祭
献茶祭（茶商組合）
垢籬祭
舞　揃
献詠祭
前日祭
例　祭
十二段舞楽奉奏
氏子入り奉告祭
立皇嗣の礼当日神社で行う祭祀
十二段舞楽奉奏
神幸祭
献茶祭（手揉み保存会）
昭和祭

（午前 9時）
（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前11時）
（午前10時）
（午前 9時）
（午前 9時30分）
（午前 9時30分）
（午前11時）
（午後 2時）
（午前 9時）
（午前10時）
（午前10時）
（午後 2時）
（午前10時）

（午前10時50分）
（午後 2時）
（午後 4時）
（午前 9時）

1日
3日
4日
4日
6日
8日
8日
16日
16日
16日
17日
17日
18日
18日
19日
19日
19日
19日
19日
29日

4月 卯月
うづき

5月 皐月
さつき

小國神社　おおはらえのことば

スペシャルムービー～古の祝詞　大祓詞への誘い～



　
本
年
の
例
祭
期
間
は
四
月
十
六
日
㈭
末
社
塩
井
神
社

の
垢
離
祭
（
神
職
・
舞
楽
人
が
身
を
清
め
る
塩
水
を
汲

む
お
祭
り
）
の
斎
行
に
は
じ
ま
り
、
十
七
日
㈮
に
は
前

日
祭
を
執
り
行
い
、
十
八
日
㈭
の
例
祭
を
迎
え
ま
す
。

　
十
九
日
㈰
十
一
時
か
ら
古
式
十
二
段
舞
楽
を
奉
奏
し
、

午
後
二
時
か
ら
の
神
幸
祭
は
、
勅
使
行
列
を
自
粛
し
斎

行
し
ま
す
。

　
大
神
様
の
も
と
に
地
域
の
人
々
が
集
ま
り
、
日
々
の

感
謝
を
申
し
上
げ
、
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
祝
う

こ
と
で
ご
加
護
は
よ
り
広
く
行
き
渡
り
ま
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
年
に
一

度
の
こ
の
期
間
に
是
非
、
ご
家
族
で
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

大神様へ感謝の真心を伝える
ま    ごころ

令
和
二
年
四
月
十
八
日

日
々
の
感
謝
を
伝
え
�

と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う

　
神
社
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
祭
祀
で
、
通
常
は
年
に

一
度
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
神
社
や
ご
祭
神
に
と
っ

て
特
別
に
由
緒
あ
る
お
祭
り
で
、
俗
に
例
大
祭
と
も
称

さ
れ
ま
す
。
例
祭
の
期
日
は
神
社
に
よ
っ
て
様
々
で
、

ご
祭
神
に
関
わ
り
の
深
い
日
や
、
神
社
の
創
建
の
日
な

ど
、
そ
の
神
社
に
ゆ
か
り
の
深
い
日
が
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　
当
社
で
は
、
ご
祭
神
「
大
己
貴
命
」
が
本
宮
山
に
鎮

ま
っ
た
と
伝
わ
る
由
緒
あ
る
日
で
す
。

例
祭
と
は

大
神
様
へ
捧
ぐ
日
々
の
感
謝

　
四
月
十
九
日
㈰
午
後
二
時
よ
り
神
幸
祭
（
神
輿
渡
御
）
に
あ

わ
せ
稚
児
行
列
を
行
な
い
ま
す
。

　
古
く
か
ら
、
稚
児
は
神
さ
ま
に
近
い
清
浄
な
存
在
と
し
て
、

多
く
の
神
事
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。

　
お
子
さ
ま
の
健
全
な
成
長
に
感
謝
し
神
さ
ま
の
ご
加
護
を
い

た
だ
き
、
鮮
や
か
な
衣
装
を
身
に
纏
い
、
一
生
の
記
念
に
残
る

お
稚
児
さ
ん
を
体
験
奉
仕
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

稚
児
行
列
・
お
稚
児
さ
ん
募
集

小
國
大
神
様
と
一
緒
に
行
列
を
な
し
て

ご
加
護
を
い
た
だ
き
ま
し
�
う

の
斎
行

例
祭■対　　象　　者　小学校三年生までの男女

■初穂料（参加費）　5,000円也
■締　　切　　り　3月31日㈫
■お申込み問合せ先　TEL（0538）89－7302
　　　　　　　　　　『小國神社振興会　お稚児さん係』

●募集要項●

し
ん   

こ
う   

さ
い

ち
ょ
く   

し

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
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例
祭
期
間
の
ご
案
内

れ
い    

さ
い



　

十
二
段
舞
楽
は
、
大
神
様
へ
の
誠
心
を
も
っ
て
奉
納
す
る
こ
と
を

本
義
と
し
、
毎
年
四
月
十
八
日
に
近
い
土
・
日
曜
日
（
本
年
は
十
八

日
・
十
九
日
）
に
ほ
ぼ
一
日
を
か
け
て
奉
奏
し
ま
す
。

　

こ
の
日
付
は
、
欽
明
天
皇
十
六
年
（
五
五
五
年
）
春
十
八
日
、
本

宮
山
に
ご
神
霊
が
出
現
し
た
と
い
う
当
社
の
創
建
に
ち
な
ん
だ
も
の

で
す
。
ま
た
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
年
）
二
月
十
八
日
に
は
都
か
ら

勅
使
（
天
皇
の
お
使
い
）
が
出
向
き
、
現
在
の
社
地
に
里
宮
を
開
き
、

十
二
段
の
舞
を
奉
納
し
た
こ
と
が
舞
楽
の
始
ま
り
と
伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
五
十
七
年
一
月
二
十
三
日
文
化
庁
よ
り
「
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

古
式
十
二
段
舞
楽
　
そ
の
歴
史

古
式
十
二
段
舞
楽
　
そ
の
歴
史

東
洋
文
化
の
精

東
洋
文
化
の
精

奉 

納 

演 

目

奉 

納 

演 

目

特殊神事芸能
小國神社 古式十二段舞楽

▲七番　安摩

三番　蝶の舞▲

八番　二の舞▲

一
、三
〇
〇
年
前
か
ら
続
く

伝
統
の

令
和
二
年
四
月
十
八
日
、十
九
日 

奉
奏　

舞
楽
は
、
東
洋
に
発
達
し
た
古
代
芸
術
の
代
表
的
な
も
の
で
、
『
東
洋
文
化
の

精
』
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
十
二
段
舞
楽
の
原
型
と
な
る
様
々
な
芸
能
が
渡
来

し
て
き
た
の
は
八
世
紀
初
頭
、
西
暦
七
〇
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
都
で
は
盛
ん
に
舞
楽
が
奏
で
ら
れ
、
平
安
時
代
初
頭
に
は
早
く
も
そ

の
黄
金
期
を
迎
え
、
十
二
〜
十
三
世
紀
に
そ
れ
ら
が
地
方
に
伝
播
し
た
と
学
術
的

に
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
社
へ
の
舞
楽
の
伝
来
は
八
世
紀
初
頭
と
早
く
、
都
と
当
社

の
関
係
性
の
深
さ
を
伺
わ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
当
社
の
舞
楽
の
細
部
に
は
、
中
央

で
失
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
所
作
が
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
古

さ
が
わ
か
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
そ
の
古
の
形
が
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
古
式
十
二
段
舞

楽
の
独
自
性
が
あ
り
ま
す
。

●
令
和
二
年
四
月
十
八
日
㈯

　

午
後
二
時
よ
り
奉
奏

●
令
和
二
年
四
月
十
九
日
㈰

　

午
前
十
一
時
よ
り
奉
奏

一
　
番
　
連
舞
　
　
（
子
ど
も
舞
）

二
　
番
　
色
香
　
　
（
大
人
舞
）

三
　
番
　
蝶
の
舞
　
（
子
ど
も
舞
）

四
　
番
　
鳥
の
舞
　
（
子
ど
も
舞
）

五
　
番
　
太
平
楽
　
（
子
ど
も
舞
）

六
　
番
　
新
ま
っ
く
（
子
ど
も
舞
）

七
　
番
　
安
摩
　
　
（
大
人
舞
）

八
　
番
　
二
の
舞
　
（
大
人
舞
）

九
　
番
　
陵
王
　
　
（
大
人
舞
）

十
　
番
　
抜
頭
　
　
（
子
ど
も
舞
）

十
一
番
　
納
蘇
利
　
（
大
人
舞
）

十
二
番
　
獅
子
　
　
（
大
人
舞
）

演
目
の
詳
し
い
解
説
は

小
國
神
社
　
十
二
段
舞
楽

舞
楽

い
に
し
え
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新
生
児
選
名
・
命
名
に
つ
い
て

　
様
々
な
節
目
を
迎
え
る
と
き
、

神
さ
ま
へ
「
感
謝
」
と
「
ご
奉

告
」
を
行
う
こ
と
は
、
古
来
よ

り
受
け
継
が
れ
た
日
本
の
文
化

で
す
。

　
当
社
で
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
則
し
た
新
生
児
に
ふ
さ
わ

し
い
名
前
を
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族
で
考
え
ら
れ

た
お
名
前
候
補
の
中
か
ら
も
ご

相
談
の
上
、
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
お
名
前
が
決
定
の
後
、
お
子

様
の
無
事
成
長
と
一
生
の
幸
せ

を
ご
神
前
で
お
祈
り
し
、
お
神

札
、
朱
印
を
押
印
し
た
命
名
書

を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円
也

命
　
　
　
名

令
和
元
年
十
二
月
一
日
㈰
〜

令
和
二
年
二
月
二
十
九
日
㈯

生

お申し込み方法など詳しくは、小國神社 選名・命名奉告で検索

小國神社 選名・命名奉告

を
受
け
�
生
を
伝
え
る

﹁
人
の
一
生
﹂

●日本書紀●

　『日本書紀』は天地開闢に始まる神代の伝承と初
代・神武天皇から41代・持統天皇までの話が綴られ
た歴史書です。上撰されてから今年でちょうど1300
年、日本最古の歴史書と呼ばれています。
　本書の前半は神様のお話です。今も変わらずに日
本国中の神社にお祀りされている八百万の神々の生
き生きとしたお姿が描かれています。
　近年では、21代雄略天皇の名前が刻まれた鉄剣が

埼玉県行田市の稲荷山古墳から出土し、年代も記述
と合致するなど本書に記された歴史を裏付けるよう
な考古学的な発見が数多くあります。
　日本は、神代から現在まで一本の糸で繋がる世界
でも類い希なる国柄です。
　本年は様々な書籍や解説書が発行されるようです。
是非、ご一読ください。

神社を知れば日本がわかる

“まつりの国、日本”

イラスト　小國神社ものがたり
   作　　たたら　なおき

藤
原
　
名
都

友
田
　
朱
音

小
久
江
琴
菜

酒
井
淳
三
郎

小
島
　
冬
椰

中
山
　
陽
葉

太
田
　
琉
生

小
倉
　
冬
麻

中
嶋
　
航
也

吉
永
　
匠
季

八
木
　
柊
星

御
前
崎
市

森
　
町

袋
井
市

群
馬
県

袋
井
市

袋
井
市

掛
川
市

森
　
町

菊
川
市

浜
松
市

藤
枝
市

原
田
　
莉
綸

吉
岡
　
優
輔

羽
川
　
晃
平

鈴
木
　
美
晴

村
松
　
未
悠

梅
原
虎
之
助

山
田
　
莉
子

藤
原
　
未
結

鈴
木
　
　
碧

鈴
木
　
　
杏

戸
田
　
圭
人

掛
川
市

浜
松
市

浜
松
市

神
奈
川
県

袋
井
市

浜
松
市

袋
井
市

浜
松
市

静
岡
市

静
岡
市

埼
玉
県

鈴
木
の
の
は

清
水
　
結
加

今
村
　
莉
緒

岡
本
　
紗
奈

坂
部
　
多
恵

寺
井
　
瑠
吾

山
田
　
陽
大

前
田
　
大
智

横
山
　
芭
留

太
田
　
陸
斗

伊
藤
　
幸
佑

磐
田
市

御
前
崎
市

浜
松
市

掛
川
市

菊
川
市

袋
井
市

袋
井
市

掛
川
市

掛
川
市

袋
井
市

牧
之
原
市

当社で命名奉告をされた皆様▶

てん   ち    かいびゃく
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第十八回　小國神社　写真コンテスト詳しくはこちら

第17回最優秀賞　川田廣行 氏「落葉の宮川」第17回最優秀賞　川田廣行 氏「落葉の宮川」

作品のご応募について
最優秀賞から

入選まで各賞をご用意

写真展の
開催予定

小國神社休憩所2階研修室
令和2年9月頃開催予定

●檜皮採取の作業風景は勉強になりました。
　良い写真です。（磐田市）
●小國の森に美しい小鳥たちがいるとは
　知らなかったです。（袋井市）
●毎年楽しみにしています。スバラシイ!!（掛川市）

●本当にどれの作品にも賞をあげたい!!スゴいです。（森町）
●心が洗われました。（牧ノ原市）
●雨上がりの宮川が特に素敵でした。（浜松市）

〝
小
國
神
社
で
見
つ
け
た
日
本
の
美
し
さ
〞
を

表
現
し
た
〝
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ
〞
素
敵
な
作
品
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

〝
伝
統
文
化
〞〝
美
し
い
自
然
〞
を
切
り
取
る

〝
伝
統
文
化
〞〝
美
し
い
自
然
〞
を
切
り
取
る

　
本
年
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
古
代
の
森
小
國
神
社
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
〝
小
國
神
社
で
見
つ
け
た

日
本
の
美
し
さ
〞
を
表
現
し
た
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
一
枚
か
ら
で
も
、
年
齢
や
お
住
ま
い
を
問
わ
ず
誰
で
も
ご
応

募
い
た
だ
け
る
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
心
ゆ
く
ま
で
作
品
を
堪
能
で
き
る
写
真
展
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
ら
、
受
賞
作
品
・
展
示
作
品
、

約
五
十
点
を
選
び
、
展
示
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
部
門

●
第
一
部
門
　
境
内
に
咲
く
草
花
・
樹
木
な
ど
の
自
然

●
第
二
部
門
　
祭
事
・
催
物

●
第
三
部
門
　
野
鳥

■
応
募
期
間

　
令
和
二
年
六
月
一
日
〜
七
月
十
日
必
着

■
ご
応
募
の
き
ま
り

 
● 
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
　
四
切
／
ワ
イ
ド
四
切（
フ
チ
な
し
）

 

● 

撮
影
期
間

　
令
和
元
年
七
月
上
旬
〜
令
和
二
年
六
月
下
旬

 

● 

未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す

※

詳
細
は
当
社
W
E
B
サ
イ
ト
、
当
社
・
県
内
写
真

　
各
店
配
布
の
応
募
用
紙
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

【
第
18
回
】

受
賞
作
と
し
て
二
十
作
品
を
選
び
、

表
彰
と
懸
賞
の
お
渡
し
を
し
て
い
ま
す

●
最
優
秀
賞
　
　
　
一
名 

賞
金
五
万
円
　
賞
状
　
森
町
産
お
茶

●
優
秀
賞
　
　
　
三
名 

賞
金
二
万
円
　
賞
状
　
森
町
産
お
茶

●
特
別
賞（
宮
司
賞
）一
名 

賞
金
三
万
円
　
賞
状
　
神
饌
茶

●
入
　
　
選
　
　
十
五
名 

賞
状
　
副
賞
（
一
品
）

写真展に寄せられた皆さまからのご感想



イ
ラ
ス
ト
：

小
國
神
社
明
神
通
り
縁
結
び
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
づ
ち
君
」（
左
下
）「
こ
づ
ち
姫
」（
右
上
）

た
ま
だ
れ
　
第
五
十
八
号
　
令
和
二
年
三
月
二
十
七
日
　
題
字
揮
毫
／
書
家 

杭
迫
柏
樹 

印
刷
／
㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス 

エ
ム・エ
ス・シ
ー

〒
四
三
七
ー
〇
二
二
六 

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一

電
話 

〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二
　
F
A
X 
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
六
七

発
行
／
小
國
神
社
社
務
所

　

玉
垂
五
十
八
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
に
よ
り
、

ウ
ィ
ル
ス
の
大
流
行
が
人
命
、
安
全
、
経
済

へ
の
世
界
的
な
脅
威
と
な
る
こ
と
を
私
た
ち

は
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
『
調
和
』
の
と
れ
た
多
国

間
、
国
際
的
な
対
応
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
国
武
漢
発
の
疫
病
鎮
静
化
は
、
地

球
規
模
の
課
題
で
あ
る
以
上
、
唯
一
の
対
処

方
法
も
ま
た
地
球
規
模
の
国
際
協
調
で
す
。

　

先
日
、
G
７
の
首
脳
ら
が
こ
の
非
常
事
態

に
際
し
、
結
束
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

奇
し
く
も
、
私
た
ち
が
生
き
る
「
令
和
」

の
御
代
は
英
訳
に
お
い
て
「B

eautiful 
H
arm
ony

」（
美
し
い
調
和
）
と
表
現
さ
れ

ま
し
た
。

　

先
ず
は
、
日
本
人
が
『
美
し
い
調
和
』
の

精
神
も
っ
て
、
こ
の
事
態
を
克
服
し
て
ゆ
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

編
集
後
記

　

本
年
の
勧
学
祭
は
、
四
月
四
日
㈯
十
一
時

よ
り
執
り
行
い
ま
す
。
氏
子
地
域
の
小
中
学

校
へ
入
学
す
る
方
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も
参

列
で
き
ま
す
。
ご
神
前
に
て
学
業
成
就
、
身

体
健
全
、
交
通
安
全
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

氏
子
入
り
奉
告
祭
は
、
氏
子
地
域
に
、
四

月
十
九
日
㈰
午
前
十
時
よ
り
お
こ
な
い
ま
す
。

令
和
元
年
（
平
成
三
十
一
年
）
一
月
一
日
か

ら
令
和
元
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
出
生

さ
れ
た
お
子
様
、
嫁
入
り
、
婿
入
り
さ
れ
た

方
や
移
住
さ
れ
た
皆
さ
ま
な
ら
ど
な
た
で
も

参
列
で
き
ま
す
。
ご
神
前
に
て
家
内
安
全
、

無
病
息
災
の
お
祈
り
を
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
季
節
�
新
し
い
ス
タ
�
ト
を

神
さ
ま
と
共
に

勧
学
祭
・
氏
子
入
り
奉
告
祭
の
ご
案
内

勧
学
祭
・
氏
子
入
り
奉
告
祭
の
ご
案
内

　

当
社
で
は
例
祭
に
先
立
ち
、
ご
神
前
に
奉

納
す
る
和
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
言
葉
に

託
さ
れ
た
様
々
な
思
い
に
触
れ
、
豊
か
な
感

性
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

和
歌
は
神
代
よ
り
続
く

日
本
の
文
化
で
す

口
語
訳　

さ
わ
や
か
な
あ
さ
み
ど
り
色
に
澄
み
わ

た
っ
た
大
空
の

そ
の
は
て
し
な
い
広
さ
を
、
わ
が
身
の

心
と
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

明
治
天
皇
御
製

御
題
　
天

あ
さ
み
ど
り
　

澄
み
わ
た
り
た
る
大
空
の

広
き
を
お
の
が

心
と
も
が
な

四
月
十
七
日
斎
行  

献
詠
祭
和
歌
募
集

四
月
十
七
日
斎
行  

献
詠
祭
和
歌
募
集

■兼題「令和」・「空」
■用紙　短冊
　（歌は楷書にてお書きください。裏面
　 にご住所・お名前を明記ください。）
■締切り　4月10日（金）
■お申込宛先・問合せ先
　〒437－0226
　静岡県周智郡森町一宮3956－1
　「小國神社祭儀課献詠係」
　TEL（0538）89－7302

● 募集要項 ●

◇ 

辞
令
交
付 

◇

鈴
木
　
琴
葉

小
國
神
社
巫
女
見
習
い
に
命
ず
る

（
令
和
二
年
三
月
二
十
一
日
付
）

渡
邊
つ
か
さ

小
國
神
社
巫
女
見
習
い
に
命
ず
る

（
令
和
二
年
三
月
二
十
一
日
付
）

平
出
　
菫
子

小
國
神
社
巫
女
見
習
い
に
命
ず
る

（
令
和
二
年
三
月
二
十
一
日
付
）

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


